泉鏡花「年 譜」補 訂 (十一) by 吉田 昌志 & 昭和女子大学日本語日本文学科
泉
鏡
花
「
年
譜
」
補
訂
（
十
一
）
吉
田
昌
志
本
稿
は
、
先
年
刊
行
し
た
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
（
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
）
収
録
の
泉
鏡
花
「
年
譜
」
の
補
訂
で
、
本
誌
七
九
五
号
（
平
成
十
九
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
一
」、
七
九
七
号
（
平
成
十
九
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
二
」、
八
一
九
号
（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
三
」
、
八
二
一
号
（
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
四
」
、
八
二
六
号
（
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
五
」
、
八
四
三
号
（
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
六
」
、
八
四
五
号
（
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
七
」、
八
五
〇
号
（
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
八
」
、
八
五
五
号
（
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
九
」
、
八
五
七
号
（
平
成
二
十
四
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
十
」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
、
［
典
拠
の
訂
正
追
加
］、［
新
た
な
項
目
］、
の
四
部
に
分
か
ち
、
書
式
を
次
の
通
り
と
す
る
。
一
、
表
記
は
、
原
則
と
し
て
右
「
年
譜
」
に
準
じ
た
。
一
、「
年
譜
」
本
文
の
後
に
、
 典
拠

と
し
て
、
文
献
の
原
文
、
未
公
刊
資
料
の
翻
字
等
を
示
し
、
典
拠
が
複
数
の
場
合
は
番
号
を
付
し
て
併
記
し
た
。

注
記

の
項
に
は
、
内
容
の
解
説
、
考
証
等
を
記
し
た
。
一
、
引
用
文
の
仮
名
づ
か
い
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
、
字
体
は
概
ね
現
行
の
印
刷
文
字
に
改
め
、
読
解
に
必
要
な
ル
ビ
を
残
し
た
。
傍
点
、
圏
点
は
概
ね
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
一
、
引
用
文
の
中
略
部
分
は
、
総
て
「（
…
）」
で
示
し
、
前
略
、
後
略
は
い
ち
い
ち
断
わ
ら
な
か
っ
た
。
引
用
文
の
誤
記
誤
植
は
、［
］
内
に
補
正
し
た
。
一
、
典
拠
文
献
が
複
数
項
目
に
重
出
す
る
場
合
も
、
そ
の
つ
ど
項
目
ご
と
に
示
し
て
、
書
誌
的
事
項
の
記
載
を
省
か
な
か
っ
た
。
一
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
で
は
、
訂
正
部
分
、
新
た
な
追
加
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
区
別
し
た
。
一
、
文
中
の
敬
称
は
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。
一
、
必
要
に
応
じ
て
、「
＊
」
の
あ
と
に
注
記
事
項
を
補
っ
た
。
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
＊
↓の
下
が
正
し
い
。
「
年
譜
」
●
52頁
上
段
21行
目
同
誌
「
時
報
」
欄
に
は
、
↓
同
月
の
「
新
小
説
」
の
「
時
報
」
欄
に
は
、
―１―
学
苑
第
八
六
二
号
一
～
一
七
（
二
〇
一
二
八
）
●68頁
下
段
2行
目
板
東
の
し
ほ
↓
坂
東
の
し
ほ
＊「
補
訂
」
六

50頁
下
段
6行
目
も
同
じ
。
●
69頁
下
段
12行
目
長
嶋
隆
二
↓
長
島
隆
二
●
74頁
上
段
12行
目
待
つ
て
ゐ
る
↓
待
ち
切
つ
て
ゐ
る
「
補
訂
」
九

●
57頁
上
段
22行
目
昭
和
六
年
↓
昭
和
十
六
年
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
己
未
四
十
七
歳
七
月
十
九
日
、
両
国
川
開
き
の
夜
、
向
島
百
花
園
（
喜
多
野
家
茶
荘
）
で
催
さ
れ
た
怪
談
会
に
出
席
し
た
。
発
起
人
は
鏡
花
、
喜
多
村
緑
郎
、
平
山
蘆
江
ら
。
参
会
者
は
、
久
保
田
万
太
郎
、
伊
井
蓉
峰
、
花
柳
章
太
郎
、
錦
城
斎
天
山
、
福
島
清
、
伊
勢
虎
、
伊
藤
晴
雨
、
鹿
塩
秋
菊
を
は
じ
め
、
総
勢
百
六
十
人
が
集
ま
っ
た
。
会
の
模
様
は
「
都
新
聞
」（
二
十
一
日
―
三
十
一
日
、
八
月
五
日
―
十
四
日
付
各
三
面
）
紙
上
に
連
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
二
十
回
二
十
一
回
（
最
終
回
）
で
は
、
会
の
最
後
に
鏡
花
の
語
っ
た
怪
談
が
紹
介
さ
れ
た
。
 典
拠
1
「
怪
談
お
祭
り
（
一
）」
（「
都
新
聞
」
大
正
八
年
七
月
二
十
一
日
付
三
面
）
十
九
日
の
夜
、
向
島
百
花
園
の
喜
多
の （マ
マ
）家
茶
荘
で
納
凉
怪
談
会
が
あ
つ
た
徹
夜
と
い
ふ
の
だ
か
ら
来
会
者
も
尠
く
可
成
▼
物
凄
い
物
が
出
来
る
つ
も
り
だ
つ
た
の
が
、
意
外
に
も
大
人
気
を
湧
き
立
た
せ
総
数
百
六
十
人
と
い
ふ
多
数
の
来
会
者
が
あ
り
、
殊
に
そ
れ
が
帝
劇
か
ら
女
優
が
一
組
柳
橋
、
芳
町
、
赤
坂
、
浅
草
か
ら
芸
者
が
一
組
づ
ゝ
と
い
ふ
風
に
派
手
や
か
な
事
も
一
通
り
で
な
か
つ
た
為
め
、
宛
ら
怪
談
会
と
い
ふ
凄
み
よ
り
も
怪
談
の
お
祭
り
と
云
つ
た
や
う
な
▼
賑
や
か
さ
で
あ
つ
た
、
そ
れ
ほ
ど
に
賑
は
つ
て
来
る
と
、
造
り
も
の
を
一
切
止
め
て
、
只
何
と
な
く
気
味
悪
く
し
や
う
と
目
論
ん
だ
幹
事
側
の
苦
心
は
水
の
泡
に
な
つ
て
了
つ
た
、
扨
て
会
員
の
顔
ぶ
れ
は
伊
井
蓉
峰
、
福
島
清
、
花
柳
章
太
郎
、
武
村
新
な
ど
の
役
者
た
ち
六
左
衛
門
、
勝
四
郎
の
長
唄
連
、
麒
麟
太
夫
其
他
の
常
磐
津
連
な
ど
を
始
め
、
各
料
理
屋
の
主
人
連
で
、
十
一
時
頃
か
ら
余
興
と
し
て
▼
新
内
明
烏
が
始
ま
る
、
太
夫
は
春
太
夫
、
そ
れ
が
済
む
と
、
幹
事
の
一
人
喜
多
村
緑
郎
が
挨
拶
を
し
て
、
当
夜
の
第
一
の
呼
び
物
、
錦
龍
斎
典
山
の
怪
談
小
夜
衣
が
始
ま
る
、
（
…
）
是
れ
か
ら
各
自
が
怪
談
の
経
験
を
持
出
し
順
次
に
済
ん
で
か
ら
、
会
員
は
一
人
づ
つ
、
二
階
の
大
広
間
を
下
り
暗
い
廊
下
伝
ひ
に
骸
骨
の
軸
を
か
け
た
小
部
屋
を
通
り
、
庭
へ
下
り
て▼
萩
の
細
道
を
約
一
丁
余
り
、
曲
り
曲
つ
て
百
花
園
の
亭
ま
で
行
つ
て
亭
で
線
香
を
立
て
、
名
を
画
帳
に
書
い
て
元
の
道
を
戻
る
と
い
ふ
事
に
な
る
、

典
拠
2
「
鏡
花
氏
の
怪
談
／
◇
向
島
の
怪
談
会
（
二
十
）
」
（
「
都
新
聞
」
大
正
八
年
八
月
十
三
日
付
三
面
）
泉
鏡
花
氏
が
か
う
い
ふ
賑
や
か
な
人
前
へ
現
は
れ
る
事
は
異
数
な
事
で
あ
る
、
其
れ
ほ
ど
羞
み
や
の
鏡
花
氏
を
こ
の
場
所
へ
引
出
し
た
の
も
つ
ま
り
▼
怪
談
の
力
で
あ
ら
う
、
尤
も
泉
さ
ん
は
少
し
お
神
酒
が
廻
つ
て
ゐ
た
そ
し
て
心
持
に
充
分
の
脂
が
乗
つ
て
ゐ
た
泉
さ
ん
が
床
の
間
へ
現
は
れ
る
と
赤
阪
［
坂
］
の
幇
間
米
平
が
湯
呑
に
茶
の
色
を
し
た
液
体
を
注
い
で
す
す
め
た
、
実
は
酒
で
あ
る
、
泉
さ
ん
は
其
れ
を
横
目
に
見
て
に
こ

と
笑
つ
た
、
突
如
と
し
て
あ
れ
は
、
あ
の
男
は
私
の
幽
霊
で
す
、
い
や
私
の
幽
霊
の
や
う
な
男
で
す
、
私
の
往
く
処
へ
は
随
分
付
い
て
廻
る
、
今
私
は
怪
談
会
へ
出
席
し
て
ゐ
る
か
ら
▼
幽
霊
の
名
を
あ
の
男
に
背
負
は
し
た
が
、
云
ひ
か
へ
れ
ば
隠
し
目
付
で
あ
り
ま
す
、
隠
し
目
付
だ
か
ら
私
の
影
身
に
添
つ
て
歩
き
ま
す
、
私
に
あ
の
男
を
付
け
た
の
は
無
論
私
―２―
の
家
内
で
す
、
私
が
か
う
い
ふ
風
に
酔
つ
て
来
る
と
、
ふ
ら

と
歩
き
た
が
る
、
だ
か
ら
私
が
悪
い
処
へ
行
か
な
い
や
う
に
、
あ
の
男
が
私
に
付
け
て
あ
る
、
悪
い
処
へ
行
つ
て
も
よ
い
が
、
悪
酔
を
し
て
は
不
可
い
け
な
い
悪
酔
を
し
て
も
よ
い
が
、
▼
介
抱
人
を
探
し
て
は
不
可
な
い
、
介
抱
人
を
探
し
て
も
よ
い
が
不
仕
鱈
を
し
て
は
不
可
な
い
、
不
仕
鱈
を
し
て
も
よ
い
が
、
其
尻
拭
ひ
の
仕
手
が
な
い
と
不
可
な
い
、
即
ち
あ
の
男
が
私
の
尻
拭
ひ
を
す
る
為
め
に
差
添
人
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
す
、
其
処
で
今
こ
ゝ
で
話
さ
う
と
思
ふ
怪
談
は
あ
の
男
に
も
引
か
ゝ
り
が
あ
る
、
あ
の
男
に
引
か
か
り
が
あ
る
［
の
］
が
芸
者
で
せ
う
、
そ
し
て
橋
場
の
大
将
に
も
引
か
ゝ
り
が
あ
る
、
だ
か
ら
名
前
を
云
ふ
訳
に
行
か
な
い
、
橋
場
の
大
将
と
い
ふ
の
は
即
ち
▼
喜
多
村
君
の
事
な
ん
で
す
が
、
ま
ア
其
様
そ
ん
な
事
は
何
う
で
も
好
い
、
兎
に
角
怪
談
の
本
題
に
入
り
ま
す
、
尤
も
怪
談
と
は
云
つ
て
ゐ
る
が
、
実
際
怪
談
だ
か
何
だ
か
別
［
判
］
ら
な
い
、
私
に
は
怪
談
と
名
を
付
け
ら
れ
る
も
の
と
思
ふ
か
ら
話
す
の
で
す
、
と
云
つ
た
風
に
、
泉
さ
ん
の
言
葉
が
す
ら


と
、
面
白
い
ほ
ど
滑
り
出
る
、
泉
さ
ん
と
い
ふ
が
人
［
人
が
］
怪
談
じ
み
た
小
説
ば
か
り
を
書
く
事
は
今
更
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
泉
さ
ん
に
云
は
せ
る
と
、
人
と
人
と
が
相
▼
差
し
向
ひ
で
話
を
し
て
ゐ
る
三
尺
の
空
間
あ
き
ま
に
さ
へ
、
人
間
界
以
外
の
別
世
界
が
あ
る
、
其
別
世
界
が
お
化
の
世
界
か
も
知
れ
な
い
、
人
は
知
ら
な
い
か
ら
平
気
で
ゐ
る
が
、
人
の
着
物
の
袖
に
さ
へ
怪 ば
け
物
が
隠
れ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
と
云
ふ
、
実
に
極
端
で
す
か
ら
ね
え
と
、
仲
よ
し
の
喜
多
村
君
も
裏
書
を
つ
け
て
ゐ
る
位
だ
か
ら
此
話
は
ど
ん
な
奇
怪
な
話
で
あ
ら
う
と
聴
衆
の
膝
は
思
は
ず
進
ん
で
来
る
、

典
拠
3
「
幽
霊
の
葉
書
／
◇
向
島
の
怪
談
会
（
二
十
一
）
」
（
「
都
新
聞
」
大
正
八
年
八
月
十
四
日
付
三
面
）
そ
も

話
と
い
ふ
の
は
常
磐
津
の
女
師
匠
が
死
ん
だ
事
な
の
で
す
、
橋
場
の
大
将
の
知
り
合
で
、
い
や
、
知
り
合
と
い
ふ
よ
り
、
も
つ
と
深
い
の
で
せ
う
が
先
づ
知
り
合
に
は
違
ひ
な
い
か
ら
、
知
り
合
と
し
て
置
き
ま
せ
う
、
其
知
り
合
の
芸
者
が
稼
業
を
止
め
て
家
を
持
つ
た
ん
で
す
、
そ
の
と
こ
ろ
へ
▼
昔
の
友
達
が
一
人
訪
ね
て
来
た
、
尋
ね
た
の
が
即
ち
常
磐
津
の
女
師
匠
で
、
何 い
づ
れ
昔
は
、
褄
を
と
つ
た
身
の
上
で
あ
る
事
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
、
女
同
士
、
而
も
、
経
歴
を
同
じ
く
し
た
年
頃
の
女
同
士
が
久
し
ぶ
り
で
落
合
つ
た
の
だ
か
ら
話
は
其
か
ら
そ
れ
と
盡
き
る
様
子
も
な
い
、
ま
ア
一
寸
訪
ね
る
つ
も
り
だ
つ
た
の
に
、
つ
い
日
が
暮
れ
か
ゝ
つ
た
わ
、
ど
う
も
、
誠
に
済
み
ま
せ
ん
、
と
云
つ
た
や
う
な
工
合
式
で
、
左
様
な
ら
を
云
つ
た
の
が
▼
日
の
暮
方
何
の
お
構
ひ
も
し
ま
せ
ん
ね
、
又
屹
度
来
て
下
さ
い
ね
私
も
其
中
に
お
邪
魔
に
行
く
わ
と
云
つ
た
り
云
は
れ
た
り
し
て
、
女
師
匠
は
帰
り
ま
し
た
、
そ
れ
つ
き
り
で
す
、
其
れ
つ
限 き
り
便
り
が
な
い
の
で
、
何
う
し
た
か
と
思
つ
て
ゐ
る
矢
先
に
葉
書
が
来
た
の
で
す
、
其
の
葉
書
が
、
誠
に
▼
妙
な
葉
書
で
、
宛
名
は
書
い
て
あ
る
が
、
と
こ
ろ
書
が
書
い
て
な
い
、
加
之
お
ま
け
に
出
し
た
人
の
名
前
も
と
こ
ろ
も
書
い
て
な
い
、
と
い
ふ
有
様
で
、
一
体
誰
か
ら
寄
起
し
た
の
だ
ら
う
か
こ
れ
ぢ
や
何
だ
か
判
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
よ
く
届
い
た
も
の
だ
、
と
橋
場
の
大
将
の
知
り
合
の
芸
者
は
首
を
捻
つ
て
考
へ
ま
し
た
、
そ
こ
で
、
用
向
は
と
云
ひ
ま
す
と
、
紛
れ
も
な
き
▼
女
文
字
で
何
月
何
日
の
何
時
頃
お
暇
致
し
ま
す
か
ら
、
さ
よ
な
ら
と
あ
つ
た
、
さ
あ
い
よ

判
ら
な
い
誰
れ
か
ら
も
其
様
そ
ん
な
葉
書
を
受
取
る
お
ぼ
え
が
な
い
の
で
す
が
、
葉
書
に
書
い
て
あ
る
日
付
は
其
の
葉
書
が
着
い
た
日
の
翌
日
に
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
か
ら
、
翌
日
に
な
つ
た
ら
、
何
処
か
で
、
何
か
の
便
り
が
あ
る
だ
ら
う
と
思
つ
て
居
ま
し
た
す
る
と
其
当
日
の
其
の
時
間
に
な
る
と
件 く
だ
んの
常
磐
津
の
▼
女
師
匠
が
死
に
ま
し
た
、
無
論
あ
と
か
ら
知
ら
せ
を
受
け
た
の
で
せ
う
け
れ
ど
兎
に
角
、
常
磐
津
の
師
匠
は
こ
の
無
名
で
無
住
所
の
ハ
ガ
キ
に
示
し
た
時
間
に
死
ん
だ
の
で
す
こ
れ
が
所
謂
前
兆
と
い
ふ
も
の
だ
か
、
不
思
議
と
云
ふ
も
の
だ
か
は
知
ら
な
い
、
怪
談
と
―３―
い
ふ
名
前
を
つ
け
る
に
し
て
も
、
話
ら
し
い
話
に
な
る
の
は
是
れ
か
ら
で
、
つ
ま
り
此
話
が
（
私
の
筆
で
）
幾
何
い
く
ら
か
に
な
る
ん
だ
け
れ
ど
、
ま
ア
こ
ゝ
で
種
を
割
つ
て
了
つ
た
わ
け
で
す
と
す
ら

と
弁
じ
立
て
た
、
ツ
ツ
と
席
を
立
つ
時
何
番
鶏
か
が
高
ら
か
に
啼
い
た
、
そ
し
て
喜
多
の
（
マ
マ
）家
茶
荘
に
於
け
る
賑
や
か
な
怪
談
祭
り
の
夜
は
明
け
た
（
を
は
り
）
 注
記

「
年
譜
」
で
は
、
田
中
励
儀
『
泉
鏡
花
文
学
の
成
立
』
（
双
文
社
出
版
、
平
成
九
年
十
一
月
二
十
八
日
）
に
拠
っ
て
記
し
た
が
、
そ
の
後
、
第
五
十
三
回
泉
鏡
花
研
究
会
（
於
慶
応
義
塾
大
学
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
七
日
）
に
お
け
る
東
雅
夫
氏
の
講
演
「
鏡
花
と
百
物
語
お
ば
け
ず
き
作
家
の
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
」
の
資
料
に
よ
り
「
都
新
聞
」
の
記
事
を
教
え
ら
れ
、
日
付
を
訂
正
し
、
参
加
者
、
人
数
と
鏡
花
の
語
っ
た
話
の
あ
る
こ
と
を
補
っ
た
。
こ
の
怪
談
会
に
つ
い
て
は
同
氏
の
一
『
江
戸
東
京
怪
談
文
学
散
歩
』
（
角
川
学
芸
出
版
、
平
成
二
十
年
八
月
十
日
）、
二
『
遠
野
物
語
と
怪
談
の
時
代
』
（
同
、
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
五
日
）、
三
『
な
ぜ
怪
談
は
百
年
ご
と
に
流
行
る
の
か
』
（
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
平
成
二
十
三
年
八
月
二
日
）
に
も
、
と
り
ど
り
言
及
が
あ
る
。
一
に
は
典
拠
3の
全
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
仮
名
づ
か
い
、
句
読
点
を
直
し
て
あ
る
た
め
、
典
拠
2と
併
せ
、
あ
ら
た
め
て
全
文
を
引
用
し
た
。
前
記
一
に
は
、
会
場
と
な
っ
た
「
喜
多
野
家
茶
荘
」
の
絵
葉
書
写
真
が
載
っ
て
い
る
が
、
名
前
か
ら
し
て
京
橋
区
築
地
二
ノ
三
十
に
あ
っ
た
茶
料
理
店
「
喜
多
野
家
」
の
分
け
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
記
事
の
執
筆
は
、
会
の
発
起
人
で
「
都
新
聞
」
記
者
で
も
あ
っ
た
平
山
蘆
江
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
典
拠
3の
「
幽
霊
の
葉
書
」
の
類
話
が
、
後
年
「
幽
霊
と
怪
談
の
座
談
会
」
（「
主
婦
之
友
」
十
二
巻
八
号
、
昭
和
三
年
八
月
一
日
）
で
鏡
花
の
口
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。
鏡
花
が
喜
多
村
緑
郎
を
「
橋
場
の
大
将
」
と
呼
ぶ
の
は
、
彼
が
浅
草
区
橋
場
町
十
一
番
地
に
住
し
て
い
た
こ
と
に
因
む
が
、
演
芸
画
報
社
版
『
日
本
俳
優
鑑
』
（
明
治
四
十
三
年
三
月
一
日
）
で
は
「
下
谷
区
中
根
岸
町
九
十
番
地
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
演
芸
楽
部
」
（
三
巻
一
号
、
大
正
三
年
一
月
一
日
）
附
録
の
「
現
代
俳
優
録
」
の
住
所
は
橋
場
町
で
あ
る
か
ら
、
転
居
は
こ
の
間
の
こ
と
に
な
る
。
本
怪
談
会
の
こ
と
は
、
久
保
田
万
太
郎
作
「
春
泥
」
（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
夕
刊
石
井
鶴
三
挿
絵
）
の
第
八
回
（
「
向
島
（
八
）
」
同
紙
昭
和
三
年
一
月
十
三
日
付
一
面
）
に
、
震
災
の
あ
と
役
者
仲
間
と
向
島
百
花
園
を
訪
れ
た
「
三
浦
」
（
新
派
の
俳
優
吉
岡
啓
太
郎
が
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る
）
に
「
こ
ゝ
で
「
怪
談
会
」
を
や
つ
た
ん
だ
。
	
大
し
た
、
ま
た
、
そ
れ
が
人
気
に
な
つ
た
奴
だ
」
「
東
京
中
の
新
派
と
い
ふ
新
派
の
役
者
は
み
ん
な
あ
つ
ま
つ
た
。
	
そ
れ
へ
持
つ
て
来
て
河
岸
や
兜
町
の
客
筋
、
新
聞
記
者
や
文
士
、
新
橋
柳
橋
葭
町
か
ら
手
伝
ひ
に
来
た
連
中
だ
け
だ
つ
て
す
さ
ま
じ
い
も
の
だ
つ
た
」
の
で
、
「
口
の
わ
る
い
奴
は
い
つ
た
、
こ
れ
ぢ
や
ア
怪
談
会
で
な
く
つ
て
怪
談
祭
だ
」
と
言
わ
し
め
て
い
る
。
そ
の
時
期
は
「
日
露
戦
争
の
す
ぐ
あ
と
」
と
変
え
ら
れ
て
い
る
が
、
当
夜
に
参
加
し
た
「
文
士
」
の
一
人
久
保
田
な
ら
で
は
の
叙
述
に
な
っ
て
い
る
。
［
新
た
な
項
目
］
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
丙
午
三
十
四
歳
二
月
一
日
よ
り
、
名
古
屋
音
羽
座
で
「
七
本
桜
」（
九
幕
）
が
上
演
さ
れ
た
。
 典
拠

「
演
芸
界
」
（「
新
愛
知
」
明
治
三
十
九
年
二
月
一
日
付
五
面
）
本
日
よ
り
替
る
各
座
の
狂
言
及
び
役
割
場
割
左
の
如
し
（
…
）
▲
音
羽
座
在
来
の
座
員
の
外
更
に
東
京
よ
り
桜
井
武
夫
、
大
坂
よ
り
里
見
秀
雄
、
松
本
一
夫
と
当
地
在
住
の
新
俳
優
山
本
薫
を
差
加
へ
泉
鏡
花
子
の
小
説
「
七
本
桜
」
九
幕
其
役
割
左
の
如
し
長
島
進
（
伊
東
）
岸
上
つ
な
子
、
女
将
お
こ
ま
（
原
田
）
桂
庵
お
と
ら
（
西
川
）
須
藤
一
郎
（
星
野
）
林
田
妻
富
子
（
千
代
子
）
久
保
田
伴
作
（
恩
田
）
岸
上
祐
助
、
石
屋
庄
平
（
加
藤
）
三
田
刑
事
（
染
崎
）
老
母
折
江
（
永
井
）
禅
僧
探
了
（
楠
秀
）
乳
母
お
春
、
大
迫
平
八
（
粂
田
）
林
田
勤
一
郎
、
北
畠
博
士
（
国
島
）
竹
垣
医
学
士
（
松
本
）
車
夫
喜
蔵
―４―
（
山
本
）
令
嬢
き
よ
子
（
佐
藤
）
喜
蔵
妹
お
し
も
、
女
髣 （マ
マ
）お
き
ん
（
桜
井
）
熊
澤
國
三
（
里
見
秀
）
日
下
信
夫
（
里
見
大
）
娘
お
は
な
（
宮
田
）
 注
記

本
項
は
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
名
古
屋
』
第
五
巻
（
八
木
書
店
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）
に
典
拠
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
新
愛
知
」
に
就
い
て
立
項
し
た
。
役
割
は
原
作
（
明
治
三
十
年
十
一
月
発
表
）
よ
り
も
よ
ほ
ど
増
え
て
お
り
、
役
名
の
共
通
す
る
者
は
（
記
載
順
に
）、
お
駒
、
探
了
、
清
子
、
お
欽
で
あ
る
が
、
長
島
進
が
信
之
助
、
岸
上
祐
助
が
岸
田
資
吉
に
当
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
俳
優
名
の
桜
井
武
夫
、
里
見
秀
雄
、
松
本
一
夫
、
山
本
薫
以
外
は
、
姓
の
み
で
名
前
が
判
ら
な
い
た
め
、
本
文
へ
の
記
載
を
控
え
た
が
、
前
記
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
名
古
屋
』
の
音
羽
座
で
の
他
の
興
行
を
参
考
に
す
る
と
、
伊
東
逸
郎
、
原
田
新
之
助
、
星
野
清
、
北
川
千
代
子
、
恩
田
得
郎
、
加
藤
孝
之
、
染
崎
五
郎
、
楠
秀
二
郎
、
粂
田
貞
二
郎
、
国
島
敏
良
、
佐
藤
薫
、
宮
田
信
ら
の
名
前
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
七
本
桜
」
に
つ
い
て
は
、
「
補
訂
八
」
で
、
明
治
三
十
六
年
八
月
に
藤
澤
浅
二
郎
一
座
の
花
房
柳
外
脚
色
に
よ
る
上
演
の
予
告
を
記
し
た
が
、
こ
の
名
古
屋
で
の
上
演
と
の
関
係
は
確
め
ら
れ
な
い
。
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
丁
未
三
十
五
歳
一
月
十
一
日
よ
り
十
五
日
ま
で
、
名
古
屋
歌
舞
伎
座
で
「
愛
火
」
を
脚
色
し
た
「
子
は
宝
」（
七
幕
）
が
上
演
さ
れ
た
。
配
役
は
、
伯
爵
柳
澤
忠
臣
＝
原
（
良
一
カ
）、
男
爵
花
町
蔵
人
＝
木
村
行
秀
、
子
爵
園
江
譲
＝
小
磯
文
濤
、
伯
爵
未
亡
人
ま
き
子
＝
花
岡
章
吾
、
令
嬢
綾
子
＝
新
井
競
、
馬
丁
権
太
＝
岩
崎
新
之
助
、
高
取
巡
査
＝
江
川
信
吾
、
玉
川
館
主
人
＝
藤
本
金
一
郎
、
番
頭
喜
七
＝
伊
井
眠
虎
、
嫡
男
一
馬
＝
濱
田
新
之
助
、
園
江
令
嬢
雪
子
＝
芦
邊
澪
子
、
園
江
玄
哉
後
に
行
者
生
神
＝
山
岡
如
萍
ほ
か
。
 典
拠
1
「
演
芸
界
」
（「
新
愛
知
」
明
治
四
十
年
一
月
十
日
付
五
面
）
▲
歌
舞
伎
座
中
京
成
美
団
に
山
岡
如
萍
、
芦
邊
澪
子
等
の
合
同
一
座
に
て
明
十
一
日
よ
り
二
の
替
り
芸 げ
題 だ
い
は
前
狂
言
鏡
花
小
史
原
作
「
子
は
宝
」
七
幕
切
小
波
山
人
の
喜
劇
「
や
か
ず
む
こ
」
一
幕
な
り
と
又
山
岡
如
萍
は
当
地
は
初
め
て
の
由
に
て
音
に
名
高
き
金
城
に
因
み
戯
れ
に
下
の
発
句
を
も
の
せ
し
と
「
鯱
鉾
の
眼
玉
凄
さ
よ
冬
の
月
」

典
拠
2
「
演
芸
だ
よ
り
」
（
「
名
古
屋
新
聞
」
明
治
四
十
年
一
月
十
一
日
付
三
面
）
＊
役
割
は
典
拠
3に
譲
る
。
▲
歌
●
舞
●
伎
●
座
●
中
京
成
美
団
と
山
岡
如
萍
合
同
一
座
二
の
替
り
は
泉
鏡
花
子
の
『
子
宝
』
と
小
波
山
人
の
『
や
か
ず
む
こ
』
に
て
其
役
割
は
左
の
如
し
 典
拠
3
「
演
芸
界
」
（「
新
愛
知
」
明
治
四
十
年
一
月
十
一
日
付
五
面
）
▲
歌
舞
伎
座
既
記
芸
題
に
て
今
十
日
よ
り
開
演
役
割
は
伯
爵
柳
澤
忠
臣
（
原
）
男
爵
花
町
蔵
人
（
木
村
）
子
爵
園
江
譲
（
小
磯
）
伯
爵
未
亡
人
ま
き
子
（
花
岡
）
令
嬢
綾
子
（
新
井
）
馬
丁
権
太
（
岩
崎
）
行
者
黒
澤
伴
作
（
堀
田
）
高
取
巡
査
（
江
川
）
松
五
郎
（
小
林
）
玉
川
館
主
人
（
藤
本
）
占
者
島
原
宗
三
（
石
上
）
馬
鹿
娘
お
き
ち
（
境
）
平
森
半
三
（
巴
）
番
頭
喜
七
（
伊
井
）
駅
夫
毛
野
（
森
本
）
嫡
男
一
馬
（
濱
田
）
園
江
家
令
嬢
雪
子
（
澪
子
）
嫡
男
園
江
立
哉
後
に
行
者
生
神
（
山
岡
）
等
に
て
一
番
目
「
子
は
宝
」
の
中 う
ち高
雄
山
中
は
大
道
具
大
仕
掛
な
り
と
 典
拠
4
「
演
芸
界
」
（「
新
愛
知
」
明
治
四
十
年
一
月
十
五
日
付
五
面
）
▲
歌
舞
伎
座
泉
鏡
花
子
新
作
脚
本
「
愛
火
」
の
一
節
を
別
に
脚
色
し
た
る
「
子
宝
」
を
一
番
目
に
、
二
番
目
に
は
巌
谷
小
波
氏
の
「
や
か
ず
婿
」
を
据
ゑ
、
十
一
日
よ
り
開
場
せ
し
が
筋
の
不
自
然
と
よ
り
は
奇
怪
に
近
き
と
こ
ろ
、
鏡
花
式
と
で
も
い
ふ
べ
く
や
、
山 、
岡 、
の
園
江
立
哉
何
が
何
し
て
世
を
憤
り
、
自
ら
悪
魔
大
王
に
化 な
つ
て
何
ん
と
や
ら
と
い
ふ
次
第
に
て
甚
だ
夫
子
自
ら
の
溜
飲
を
下
ぐ
る
に
適
す
べ
し
な
ど
ゝ
皮
肉
を
い
ふ
人
も
あ
り
し
、
寧
ろ
欠
点
の
シ
ヤ
ガ
レ
ツ
声
も
断
食
行
者
に
は
尤
も
に
聞
え
、
科
し
ぐ
さ
は
可
な
り
詰
ん
で
居
た
―５―
り
、
見
せ
場
は
五
幕
目
兄
妹
対
面
の
場
な
る
べ
し
、
澪 、
子 、
の
立
哉
妹
雪
子
は
誠
に
可
憐
に
出
来
た
り
此
女
優
ひ
と
の
芸
風
は
孰 ど
つ
ち
か
と
い
へ
ば
余
裕
の
あ
る
方
な
れ
ば
追
々
舞
台
い
た
に
着
く
や
う
に
な
る
に
従
ひ
十
分
技
倆
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ん
小 、
磯 、
の
園
江
伯
爵
老
功
と
て
争
は
れ
ぬ
も
の
別
荘
の
場
、
玉
川
楼 （マ
マ
）広
間
の
場
共
好
評
、
慾
に
は
成
る
べ
く
大
久
保
彦
左
衛
門
に
な
ら
ぬ
や
う
御
注
意
が
願
ひ
た
し
、
濱 、
田 、
の
花
町
一
馬
損
な
役
を
神
妙
に
し
て
居
た
る
は
好
し
堀 、
田 、
の
行
者
伴
作
舞
台
に
凄
味
と
い
ふ
も
の
ゝ
な
き
は
欠
点
な
れ
ど
煮
え
切
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
底
が
あ
り
さ
う
に
て
先
づ

、
岩 、
崎 、
の
馬
丁
権
太
け
る
筈
の
役
が
引
立
た
ざ
り
し
は
如
何
、
花 、
岡 、
の
伯
爵
夫
人
少
し
暢
気
過
ぎ
た
り
、
新 、
井 、
の
綾
子
は
無
難
、
木
村
の
花
町
子
爵
可
も
な
く
不
可
も
な
し
と
い
へ
ば
余
程
贔
負
目
な
り
、
石 、
上 、
の
宗
三
危
な
気
な
か
り
し
は
結
搆
［
構
］
、
江 、
川 、
の
高
取
巡
査
は
笑
は
せ
た
り
二
番
目
の
喜
劇
は
見
ね
ば
随
て
評
な
し
 典
拠
5
「
演
芸
だ
よ
り
」
（「
名
古
屋
新
聞
」
明
治
四
十
年
一
月
十
五
日
付
三
面
）
▲
歌
●
舞
●
伎
●
座
●
の
一
番
目
『
子
は
宝
』
は
意
外
に
面
白
く
例
の
山
岡
の
理
想
の
鬼
と
な
り
妹
の
雪
子
に
ふ
処
な
ど
は
男
を
も
泣
か
す
べ
く
頗
る
好
評
な
り
又
二
番
目
の
喜
劇
『
や
か
ず
む
こ
』
泣
い
た
後
に
見
物
を
笑
は
せ
配
合
頗
る
妙
な
り
 注
記

本
項
は
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
名
古
屋
』
第
五
巻
（
八
木
書
店
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）
に
典
拠
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
新
愛
知
」「
名
古
屋
新
聞
」
に
就
い
て
立
項
し
た
。
春
陽
堂
か
ら
の
書
下
し
戯
曲
『
愛
火
』
の
上
梓
は
明
治
三
十
九
年
十
二
月
十
日
。
同
書
四
頁
に
は
「
不
許
無
断
興
行
」
と
あ
る
が
、
い
ち
早
く
刊
行
の
翌
月
に
上
場
さ
れ
た
名
古
屋
歌
舞
伎
座
興
行
が
原
作
者
の
許
可
を
得
た
か
ど
う
か
判
ら
な
い
。「
子
は
宝
」
へ
の
改
題
は
「
無
断
興
行
」
を
示
唆
す
る
。
本
上
演
で
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
一
月
一
日
初
日
「
母
の
か
た
み
」
の
役
割
（
「
名
古
屋
新
聞
」
明
治
四
十
年
一
月
一
日
付
三
面
）
か
ら
、
お
お
か
た
の
氏
名
が
同
定
で
き
る
た
め
、
本
文
に
も
記
載
し
た
。
両
紙
の
報
を
手
が
か
り
に
す
れ
ば
、
原
作
と
役
名
の
共
通
す
る
の
は
雪
子
の
み
、
立
石
秋
哉
＝
祐
山
に
当
る
玄
哉
と
雪
子
と
が
兄
妹
と
い
う
設
定
で
あ
り
、
鍼
医
大
原
玄
禎
、
か
つ
ら
館
女
中
お
瀧
等
の
敵
役
は
省
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
子
は
宝
」
の
題
名
か
ら
し
て
、
原
作
第
五
幕
「
其
七
」
「
其
八
」
の
大
詰
を
主
に
組
立
て
た
脚
色
ら
し
い
が
、
も
と
よ
り
「
愛
火
」
の
作
意
の
全
体
を
	ん
だ
も
の
と
は
言
い
難
か
ろ
う
。
中
京
成
美
団
の
実
態
は
不
明
だ
が
、
主
演
の
山
岡
如
萍
は
、
岩
井
創
造
編
刊
『
新
派
百
年

俳
優
か
が
み
』
（
平
成
二
年
六
月
十
九
日
）
に
「
明
治
二
年
、
四
国
高
知
に
生
ま
る
。
父
は
、
土
佐
藩
の
家
老
を
勤
め
て
い
た
と
い
う
。
」
と
あ
る
。
し
か
し
「
山
岡
如
萍
死
す
」
（
「
名
古
屋
新
聞
」
明
治
四
十
一
年
十
月
十
九
日
付
五
面
）
に
、
永
く
大
阪
の
劇
壇
に
あ
つ
て
人
気
を
博
し
た
る
新
派
俳
優
山
岡
如
茹
［
萍
］
は
予
て
肺
患
に
か
ゝ
り
本
年
六
月
大
阪
朝
日
座
に
於
て
「
浪
よ
暴
風
あ
ら
し
よ
」
を
演
じ
た
る
を
舞
台
の
お
名
残
と
し
て
七
月
十
日
よ
り
ド
ツ
と
枕
に
つ
き
同
市
北
区
曽
根
崎
上
三
丁
目
の
自
宅
に
て
治
療
中
な
り
し
が
遂
に
十
七
日
午
前
六
時
永
眠
せ
り
享
年
三
十
九
、
同
人
は
鳥
取
県
西
伯
さ
い
は
く
郡
車 く
づ
尾 も
村
大
字
車
尾
の
農
山
岡
喜
代
三
の
次
男
に
し
て
本
名
を
節
と
い
へ
り
、
実
兄
は
海
軍
中
佐
山
岡
豊
一
氏
と
て
現
に
江
田
島
兵
学
校
の
教
官
た
り
、
妻
は
女
優
蘆
邊
澪
子
こ
と
本
名
荒
川
た
ね

 二
十
七
と
て
世
に
矯
［
嬌
］
名
隠
れ
な
し
（
…
）
葬
儀
は
十
八
日
午
前
九
時
出
棺
長
柄
墓
地
へ
仏
葬
す
る
よ
し
と
出
て
い
る
の
で
、
「
四
国
高
知
に
生
ま
る
」
云
々
は
訛
伝
で
あ
ろ
う
。
右
訃
報
に
拠
れ
ば
、
夫
人
は
蘆
邊
澪
子
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
「
子
は
宝
」
は
夫
婦
が
主
演
す
る
劇
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
他
出
演
俳
優
は
、
前
記
「
七
本
桜
」
の
そ
れ
と
一
致
す
る
者
が
お
ら
ず
、
お
の
お
の
別
の
座
組
に
よ
る
興
行
だ
と
判
る
が
、
両
公
演
と
も
女
優
の
加
入
し
て
い
る
点
は
共
通
す
る
。
名
古
屋
で
は
、
「
愛
火
」
「
七
本
桜
」
に
加
え
、
す
で
に
「
補
訂
四
」
に
も
記
し
た
通
り
、
「
霊
象
」
の
上
演
（
音
羽
座
、
明
治
四
十
一
年
三
月
）
も
あ
り
、
東
京
、
京
阪
で
上
演
の
確
認
さ
れ
て
い
―６―
な
い
演
目
を
も
つ
当
地
の
新
派
興
行
の
特
異
な
位
置
は
注
目
を
要
す
る
。
現
在
明
治
四
十
三
年
ま
で
刊
行
済
み
の
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
名
古
屋
』
の
続
刊
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
演
目
の
追
加
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
甲
寅
四
十
二
歳
七
月
十
二
日
よ
り
十
七
日
ま
で
、「
都
新
聞
」（
三
面
）
に
、
鏡
花
、
喜
多
村
緑
郎
、
鹿
塩
秋
菊
ら
の
怪
談
会
（
於
代
々
木
山
谷
）
の
内
容
を
伝
え
る
「
怪
談
精
霊
た
ま
祭 ま
つ
り」
の
連
載
（
全
六
回
）
が
あ
っ
た
。
う
ち
、
第
二
回
か
ら
第
四
回
に
語
ら
れ
た
「
喜
多
村
の
岡
惚
」
の
内
容
は
、
の
ち
に
「
浮
舟
」（「
新
小
説
」
大
正
五
年
四
月
号
）
の
素
材
と
な
っ
た
。
 典
拠
1
「
怪
談
精
霊
祭
（
一
）」
（「
都
新
聞
」
大
正
三
年
七
月
十
二
日
付
三
面
）
場
所
は
代
々
木
の
山
谷
、
宇
［
盂
］
蘭
盆
会
を
目
先
に
控
へ
た
二
三
日
前
、
集
ま
つ
た
人
は
妖
怪
お
ば
け
の
隊
長
泉
鏡
花
氏
と
、
妖
怪
好
の
喜
多
村
緑
郎
、
そ
れ
か
ら
会
主
は
妖
怪
に
六
七
度
も
出
会
つ
た
と
い
ふ
歌
舞
伎
新
報
の
鹿
塩
秋
菊
君
、
夜
と
共
に
語
り
明
か
さ
う
と
人
里
離
れ
た
一
軒
立
の
一
寸
地
蔵
堂
か
と
も
見
誤
ら
れ
る
空
房
あ
き
や
の
十
畳
の
室 へ
や
で
初
更
の
鐘
を
合
図
に
始
め
た
不
思
議
話
、
聞
く
も
凄
じ
、
あ
な
を
そ
ろ
し
、
 典
拠
2
「
怪
談
精
霊
祭
（
二
）」
（「
都
新
聞
」
大
正
三
年
七
月
十
三
日
付
三
面
）
▼
喜
多
村
の
岡
惚
喜
多
村
緑
郎
君
は
取
置
と
つ
と
き
の
因
縁
話
を
始
め
た
、
喜
多
村
が
伊
勢
に
行
つ
た
時
、
二
見
へ
押
出
し
た
事
が
あ
る
、
客
は
お
客
筋
で
も
あ
り
友
達
で
も
あ
り
と
い
ふ
人
で
至
極
気
楽
に
遊
ん
で
ゐ
る
中
一
緒
に
行
つ
た
芸
者
の
中
で
喜
多
村
に
好
い
妓 こ
だ
な
と
思
は
せ
た
の
が
あ
つ
た
、
（
…
）
其
岡
惚
れ
の
芸
者
が
喜
多
村
先
生
浜
辺
へ
行
つ
て
見
ま
せ
う
よ
と
誘
ひ
ま
す
、
宜
し
い
と
い
ふ
の
で
一
緒
に
湯
下
駄
を
突
つ
か
け
て
砂
利
の
中
を
ザ
ク

゛
手
を
引
き
な
が
ら
下
り
て
行
き
ま
し
た
 典
拠
3
「
怪
談
精
霊
祭
（
三
）」
（「
都
新
聞
」
大
正
三
年
七
月
十
四
日
付
三
面
）
浜
辺
へ
出
る
と
黙
つ
て
ぶ
ら
つ
い
て
も
仕
様
が
な
い
か
ら
喜
多
村
君
は
裸
に
な
つ
て
泳
が
う
と
す
る
、
芸
者
は
お
座
敷
着
の
儘
で
ず
ん

゛
波
打
際
へ
行
き
ま
す
、
オ
イ
着
物
が
湿 ぬ
れ
る
ぢ
や
な
い
か
と
云
つ
て
も
聞
か
な
い
で
先
へ

と
行
く
、
打
寄
す
る
浪
は
江
戸
褄
を
ぐ
つ
し
よ
り
湿
ら
し
て
膝
の
あ
た
り
ま
で
も
湿
ら
し
て
了
ふ
、
そ
れ
で
も
構
は
ず
進
む
の
で
喜
多
村
君
は
危
な
い

と
止
め
た
が
聞
か
な
い
何
し
ろ
ベ
ロ

に
酔
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
ふ
ら
つ
く
足
許
を
浪
が
し
ら
に
さ
ら
は
れ
で
も
す
る
と
取
返
し
が
つ
か
な
い
、
引
抱
へ
て
連
れ
戻
さ
う
か
と
思
つ
た
が
自
分
は
裸
だ
何
だ
か
気
が
さ
し
て
ね
、
真 ま
逆 さ
か
素
裸
で
女
の
手
を
取
る
の
も
ま
づ
い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
仕
方
が
な
い
か
ら
宿
の
方
へ
声
を
立
つ
て
人
を
呼
び
ま
し
た
ね
、
と
あ
る
、
喜
多
村
君
の
声
に
二
三
人
駆
け
付
け
た
人
が
そ
れ
ツ
と
い
ふ
と
芸
者
を
引
き
戻
さ
う
と
し
た
ら
女
は
浪
が
ザ
ア

し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
へ
ピ
タ
リ
と
坐
つ
て
了
つ
た
と
い
ふ
の
だ
、
茲
ま
で
話
が
済
む
と
熱
心
に
聞
い
て
ゐ
た
鏡
花
氏
が
し
み

゛
惚
れ
て
了
つ
て
好
い
な

浪
の
中
へ
江
戸
褄
の
着
物
で
べ
つ
た
り
坐
つ
た
女
の
姿
が
見
え
る
や
う
だ
、
と
感
心
し
て
ゐ
る
、
 典
拠
4
「
怪
談
精
霊
祭
（
四
）」
（「
都
新
聞
」
大
正
三
年
七
月
十
五
日
付
三
面
）
翌
日
は
も
う
本
意
な
い
別
れ
、
又
縁
が
あ
つ
た
ら
は
う
ね
と
切
め
て
も
の
手
を
取
り
か
は
し
て
伊
勢
を
出
発
し
た
が
其
翌
年
又
折
が
あ
つ
て
伊
勢
へ
行
つ
た
の
で
随
分
忙
し
い
中
を
都
合
し
て
其
の
芸
妓
に
は
う
と
す
る
と
、
女
中
が
が
つ
か
り
し
た
顔
で
、
ま
ア
不
仕
合
せ
な
妓 ひ
と
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
あ
の
妓
は
去
年
病
気
で
亡
な
り
ま
し
た
と
い
ふ
話
し
忘
れ
も
し
な
い
裾
模
様
の
河
原
撫
子
、
一
枝
折
ら
う
と
思
つ
て
ゐ
る
中
打
寄
す
る
浪
に
さ
ら
は
れ
た
思
ひ
で
が
つ
か
り
し
て
ゐ
る
と
女
中
も
気
の
毒
が
つ
て
あ
の
妓
に
肖
然
そ
つ
く
り
と
い
ふ
妓
が
居
ま
す
か
ら
切
め
て
其
人
で
も
呼
ん
で
上
げ
ま
せ
う
か
と
い
ふ
、
仕
方
が
な
い
か
ら
頼
む
で
、
や
が
て
来
た
妓 こ
を
見
る
と
成
る
程
瓜
二
つ
芸
妓
げ
い
し
や
、
話
し
を
さ
せ
れ
ば
声
ま
で
が
似
て
ゐ
る
の
で
何 ど
う
や
ら
気
が
取
直
せ
て
ま
ア
よ
か
つ
た
と
酒
事
を
し
て
ゐ
る
中
此
芸
妓
に
も
余
―７―
儀
な
い
貰
ひ
が
か
ゝ
つ
て
お
座
敷
か
ぎ
り
あ
か
ぬ
別
れ
を
し
て
了
は
ね
ば
な
ら
ぬ
始
末
、
似
た
事
は
そ
れ
ば
か
り
に
止
ま
ら
ず
か
う
し
て
別
れ
た
翌
年
又
伊
勢
へ
行
く
事
に
な
つ
た
の
で
、
あ
の
妓
を
呼
ん
で
く
れ
と
い
へ
ば
、
ま
ア
重
ね

゛
で
す
ね
あ
の
妓
も
去
年
死
ん
で
了
ひ
ま
し
た
よ
、
と
あ
つ
た
、
私
わ
た
く
しは
ぞ
つ
と
し
ま
し
た
ね
、
何
と
い
ふ
因
縁
事
で
せ
う
ね
、
私
は
世
の
中
が
味
気
な
く
な
り
ま
し
た
よ
と
喜
多
村
君
が
し
ん
み
り
い
ふ
と
泉
鏡
花
氏
は
夢
か
ら
醒
め
た
ほ
ど
の
心
持
、
実
に
好
い
話
し
で
す
ね
、
と
今
に
小
説
に
で
も
書
い
て
見
た
い
や
う
な
顔
を
し
て
ゐ
た
 注
記

右
記
事
は
、
第
五
十
三
回
泉
鏡
花
研
究
会
（
於
慶
応
義
塾
大
学
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
七
日
）
に
お
け
る
東
雅
夫
氏
の
講
演
「
鏡
花
と
百
物
語
お
ば
け
ず
き
作
家
の
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
」
の
資
料
に
よ
り
教
え
ら
れ
た
。
「
怪
談
精
霊
祭
」
と
鏡
花
作
「
浮
舟
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
の
で
、
記
事
全
文
の
引
用
を
省
い
た
が
、
鏡
花
が
喜
多
村
緑
郎
の
話
に
心
を
動
か
さ
れ
て
い
る
様
子
は
十
分
に
窺
え
よ
う
。
鹿
塩
秋
菊
の
こ
と
は
、
鏑
木
清
方
『
こ
し
か
た
の
記
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
十
日
）
の
川
尻
清
潭
に
つ
い
て
語
っ
た
条
に
「
清
潭
君
の
実
弟
鹿
塩
秋
菊
は
、
す
み
や
の
屋
号
で
、
薬
研
堀
に
本
屋
を
始
め
、
ち
よ
つ
と
凝
つ
た
出
版
を
し
て
ゐ
た
。
」
と
出
て
い
る
。
養
子
と
な
っ
た
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
鹿
塩
家
は
代
々
深
川
の
名
主
で
、
数
矢
町
に
あ
っ
た
深
川
三
十
三
間
堂
を
所
管
し
て
い
た
。
こ
の
怪
談
会
の
前
年
の
大
正
二
年
、
濱
村
米
蔵
と
と
も
に
「
歌
舞
伎
新
報
」
を
復
活
し
た
。
喜
多
村
の
弟
子
花
柳
章
太
郎
の
「
鏡
花
の
お
ん
な
」
（
『
わ
た
し
の
た
ん
す
』
三
月
書
房
、
昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
六
日
）
で
は
、
堀
内
鶴
雄
の
二
見
の
別
荘
で
「
泉
先
生
も
御
一
緒
の
夏
の
こ
と
」
と
し
て
、
「
山
田
の
若
い
芸
者
で
、
小
扇
と
い
う
妓
」
と
喜
多
村
の
話
を
録
し
、
「
浮
舟
」
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
甲
寅
四
十
二
歳
十
一
月
十
九
日
付
「
読
売
新
聞
」
（
四
面
）
の
「
よ
み
う
り
抄
」
に
「
四
五
日
前
箱
根
に
赴
き
目
下
滞
在
中
な
り
と
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
 典
拠

「
よ
み
う
り
抄
」
（「
読
売
新
聞
」
大
正
三
年
十
一
月
十
九
日
付
四
面
）
泉
●
鏡
●
花
●
氏
●
は
四
五
日
前
箱
根
に
赴
き
目
下
滞
在
中
な
り
と
 注
記

本
年
の
七
月
二
十
日
に
は
、
宮
の
下
奈
良
屋
に
留
中
の
長
島
隆
二
を
訪
ね
て
一
泊
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
体
験
を
一
素
材
と
す
る
「
紅
」
は
十
二
月
一
日
発
行
の
「
中
央
公
論
」
に
発
表
さ
れ
た
。
翌
四
年
五
月
号
十
二
月
号
ま
で
「
女
の
世
界
」
に
発
表
の
「
星
の
歌
舞
伎
」
の
四
、
五
章
も
ま
た
箱
根
を
舞
台
と
す
る
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
甲
寅
四
十
二
歳
十
二
月
こ
の
月
、
滑
稽
堂
の
美
術
木
版
画
会
（
日
本
橋
区
室
町
三
丁
目
九
番
地
）
の
報
條
に
、「
賛
助
員
」
と
し
て
、
鏑
木
清
方
、
池
田
輝
方
、
池
田
蕉
園
、
石
井
研
堂
、
笹
川
臨
風
ら
と
と
も
に
名
を
列
ね
た
。
 典
拠

永
田
生
慈
『
資
料
に
よ
る
近
代
浮
世
絵
事
情
』
（
三
彩
社
、
平
成
四
年
八
月
二
十
日
）
＊
第
三
章
「
大
正
の
浮
世
絵
界
」
三
「
版
元
と
新
版
画
」
の
一
節
。
大
正
期
で
み
て
ゆ
く
と
、
元
年
十
一
月
に
は
古
吾
妻
錦
絵
保
存
会
と
い
う
頒
布
会
が
で
き
て
、
（
…
）
毎
月
二
枚
の
出
版
を
予
告
し
て
い
る
。
ま
た
大
正
三
年
の
美
術
木
版
画
会
（
滑
稽
堂
）
で
は
、
当
時
の
著
名
人
を
賛
助
員
と
し
て
、
や
は
り
複
製
の
会
員
頒
布
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
チ
ラ
シ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
（
…
）
美
術
木
版
画
会
趣
旨
錦
絵
の
名
に
呼
ば
る
ゝ
色
	版
画
は
、
わ
が
国
芸
術
の
誇
に
し
て
、
ま
た
実
に
世
界
美
術
史
上
の
一
大
奇
蹟
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
（
…
）
本
会
空
し
く
こ
の
情
况
を
黙
視
す
る
―８―
に
忍
び
ず
、
す
な
は
ち
材
料
を
精
選
し
、
技
術
を
親
切
に
し
て
、
続
々
稀
世
の
国
宝
を
刊
し
て
、
以
て
天
下
同
好
の
士
に
頒
た
ん
と
す
。
冀
く
は
江
湖
の
諸
賢
余
輩
の
微
衷
を
み
て
賛
同
の
意
を
表
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
賛
助
員
（
序
列
五
十
韻 （マ
マ
）順
）
泉
鏡
花
氏
尾
形
月
耕
氏
（
…
）
（
…
）
池
田
輝
方
氏
鏑
木
清
方
氏
池
田
蕉
園
氏
（
…
）
（
…
）
笹
川
臨
風
氏
石
井
研
堂
氏
（
…
）
東
京
市
日
本
橋
区
室
町
三
丁
目
九
番
地
大
正
三
年
十
二
月
美
術
木
版
画
会
電
話
本
局
五
一
四
四
番
振
替
口
座
東
京
二
七
一
六
四
番
こ
れ
ら
の
チ
ラ
シ
を
み
る
と
、
大
正
初
年
頃
の
複
製
版
画
頒
布
会
の
シ
ス
テ
ム
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 注
記

本
書
は
「
明
治
二
十
年
代
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
膨
大
な
蒐
集
と
自
ら
も
出
版
を
行
っ
た
著
名
な
人
物
」
（
遺
族
の
意
向
に
よ
り
「
М
氏
」
と
表
記
。
松
井
平
七
カ
）
の
備
忘
録
と
資
料
に
基
づ
く
記
述
を
中
心
と
す
る
が
、
こ
の
美
術
木
版
画
会
の
ち
ら
し
も
そ
の
一
部
で
あ
る
と
覚
し
い
。
滑
稽
堂
は
秋
山
武
右
衛
門
の
創
業
し
た
美
術
木
版
の
錦
絵
問
屋
で
、
大
蘇
（
月
岡
）
芳
年
の
「
月
百
姿
」
（
明
治
十
八
年
二
十
四
年
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
水
野
年
方
の
「
今
様
美
人
」
（
十
二
番
続
）、
「
三
井
好
都
の
に
し
き
」
（
同
）
等
、
良
心
的
な
出
版
で
数
々
の
優
品
を
世
に
送
っ
た
。
引
用
を
省
い
た
が
、
賛
助
員
は
全
部
で
三
十
三
名
に
及
ぶ
。
う
ち
に
名
を
列
ね
る
池
田
輝
方
の
「
千
種
花
」
「
江
戸
錦
」
（
同
）、
池
田
蕉
園
の
「
八
重
か
す
み
」
（
同
）
も
目
録
に
登
載
さ
れ
て
い
る
。
鏡
花
の
名
が
あ
る
の
は
、
年
方
門
下
の
輝
方
、
蕉
園
、
清
方
と
の
縁
に
由
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
丙
辰
四
十
四
歳
四
月
四
日
よ
り
十
四
日
ま
で
、
浅
草
遊
楽
館
で
新
派
連
鎖
劇
「
通
夜
物
語
」
の
上
演
が
あ
っ
た
（
出
演
者
等
不
明
）。
 典
拠
1
上
演
広
告
（「
都
新
聞
」
大
正
五
年
四
月
四
日
付
四
面
）
 典
拠
2
「
芝
居
と
遊
芸
」
（「
都
新
聞
」
大
正
五
年
四
月
七
日
付
三
面
）
▲
浅
草
遊
楽
館
第
七
義
士
伝
大
高
源
吾
は
松
之
助
得
意
の
表
情
と
技
師
が
苦
心
の
撮
影
に
依
り
大
喝
采
左
門
一
派
の
実
演
に
新
派
連
鎖
「
つ
や
物
語
」
泰
西
活
劇
「
大
疑
問
」
等
好
評
な
り
 注
記

遊
楽
館
は
、
米
山
蟻
兄
「
浅
草
公
園
観
せ
物
総
り
」
（
「
新
演
芸
」
一
巻
三
号
、
大
正
五
年
五
月
一
日
）
に
、
明
治
四
十
三
年
三
月
浅
草
国
技
館
と
し
て
開
場
、
創
立
者
山
中
亀
太
郎
死
亡
後
、
大
正
二
年
三
月
日
本
活
動
写
真
株
式
会
社
が
買
収
し
て
活
動
専
門
と
な
し
三
年
四
月
遊
楽
館
と
改
称
し
た
、
四
年
十
二
月
よ
り
新
派
旧
派
連
鎖
実
演
劇
と
青
柳
捨
三
郎
坂
東
左
門
等
が
此
処
を
先
途
と
努
力
し
て
ゐ
る
。
と
出
て
お
り
、
時
期
も
同
じ
で
、
青
柳
（
安
政
二
年
四
月
八
日
生
れ
。
川
上
音
二
郎
一
座
の
古
参
）
が
―９―
出
演
の
可
能
性
も
高
い
が
、
傍
証
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
出
演
者
不
明
と
し
て
お
く
。
「
大
高
源
吾
」
出
演
の
「
松
之
助
」
は
尾
上
松
之
助
で
あ
る
。
前
年
大
正
四
年
八
月
に
は
、
連
鎖
劇
に
出
演
す
る
新
派
俳
優
を
抑
圧
す
べ
く
出
さ
れ
た
規
約
（
伊
井
蓉
峰
、
河
合
武
雄
ら
が
主
導
し
た
と
い
わ
れ
る
）
に
対
し
て
深
澤
恒
造
ら
が
強
く
反
発
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
新
派
五
ケ
条
問
題
」
も
起
っ
た
が
、
人
気
は
衰
え
ず
、
こ
の
こ
ろ
連
鎖
劇
は
浅
草
を
中
心
に
全
盛
時
代
を
迎
え
て
い
た
。
広
告
を
見
る
と
、
四
月
は
遊
楽
館
の
ほ
か
に
、
演
伎
座
（
赤
坂
）、
寿
座
（
本
所
）、
中
央
劇
場
（
浅
草
、
モ
ト
柳
盛
座
）、
深
川
座
（
富
岡
門
前
）、
み
く
に
座
（
浅
草
）、
宮
戸
座
（
同
）
で
、
新
派
旧
派
と
り
ど
り
の
連
鎖
劇
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
翌
大
正
六
年
の
七
月
に
は
、
警
視
庁
の
発
令
し
た
「
活
動
写
真
興
行
取
締
規
則
」
に
よ
り
、
劇
場
の
防
災
上
の
制
限
が
加
わ
り
、
「
こ
の
年
七
月
二
〇
日
を
限
っ
て
、
警
視
庁
管
内
の
連
鎖
劇
場
は
一
斉
に
興
行
を
中
止
し
た
」
（
田
中
純
一
郎
『
日
本
映
画
発
達
史
』
Ⅰ
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十
日
）
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
全
面
的
な
中
止
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
八
月
の
寿
座
、
宮
戸
座
、
世
界
館
の
興
行
で
は
相
変
ら
ず
「
連
鎖
劇
」
が
謳
わ
れ
て
い
る
（
「
都
新
聞
」
八
月
一
日
付
四
面
の
広
告
）。
こ
れ
ま
で
鏡
花
作
品
の
映
画
化
に
お
い
て
は
、
谷
崎
潤
一
郎
が
関
わ
っ
た
大
正
活
映
製
作
の
「
飾
砂
子
」
（
大
正
九
年
十
二
月
）
を
取
り
上
げ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
前
に
製
作
（
上
演
）
さ
れ
た
も
の
で
は
、
「
瀧
の
白
糸
」
（
明
治
四
十
三
年
五
月
、
大
正
四
年
二
月
）
の
二
作
に
対
し
て
、
「
通
夜
物
語
」
が
五
作
（
明
治
四
十
三
年
四
月
、
明
治
四
十
五
年
三
月
、
大
正
三
年
五
月
、
大
正
五
年
四
月
〔
本
項
〕、
大
正
六
年
三
月
）
を
数
え
る
。
「
瀧
の
白
糸
」
や
「
通
夜
物
語
」
な
ど
新
派
の
当
り
狂
言
を
そ
の
ま
ま
映
画
化
に
持
ち
込
ん
で
い
た
当
時
の
製
作
事
情
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
逆
に
未
上
演
の
「
飾
砂
子
」
を
選
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
活
動
写
真
の
未
来
を
確
信
し
て
そ
の
水
準
の
向
上
を
め
ざ
し
た
谷
崎
潤
一
郎
の
面
目
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
飾
砂
子
」
は
、
大
正
活
映
第
一
作
「
ア
マ
チ
ユ
ア
楽
部
」
（
大
正
九
年
十
一
月
）
に
続
く
「
月
の
囁
き
」
の
代
替
と
し
て
急
遽
撮
影
が
決
定
し
た
ら
し
く
、
脚
本
も
残
っ
て
い
な
い
が
（
田
代
慶
一
郎
「
大
正
の
ロ
マ
ン
」
『
大
正
感
情
史
』
日
本
書
籍
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日
）、
「
活
動
写
真
の
現
在
と
将
来
」
（「
新
小
説
」
二
十
二
年
十
号
、
大
正
六
年
九
月
一
日
）
で
新
派
に
上
場
さ
れ
て
失
敗
に
終
っ
た
「
高
野
聖
」
や
「
風
流
線
」
こ
そ
は
「
き
つ
と
面
白
い
写
真
に
な
る
」
は
ず
で
あ
る
と
述
べ
、
談
話
「
改
造
を
要
す
る
日
本
の
活
動
写
真
」
（
「
読
売
新
聞
」
大
正
九
年
五
月
九
日
付
九
面
。
中
央
公
論
社
版
全
集
未
収
録
）
で
も
「
そ
の
何
れ
も
が
よ
い
場
面
を
持
つ
て
居
る
」
鏡
花
の
作
物
の
中
で
、
再
び
「
風
流
線
」
の
名
を
挙
げ
て
い
る
ほ
ど
の
谷
崎
で
あ
る
か
ら
、
未
上
演
の
「
飾
砂
子
」
を
選
ぶ
の
に
躊
躇
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
谷
崎
に
お
い
て
の
映
画
表
現
は
、
そ
れ
ま
で
の
製
作
者
の
よ
う
な
新
派
の
当
り
狂
言
の
延
長
上
に
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
丙
辰
四
十
四
歳
四
月
十
四
日
付
「
東
京
朝
日
新
聞
」
（
五
面
）
の
「
十
七
代
目
の
宝
生
大
夫
定
る
」
に
お
い
て
、
宝
生
流
家
元
九
郎
の
後
継
者
に
松
本
長
の
選
ば
れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
、
そ
の
従
兄
弟
と
し
て
下
村
観
山
、
泉
鏡
花
の
名
も
記
さ
れ
た
。

典
拠

「
十
七
代
目
の
宝
生
大
夫
定
る
」
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
正
五
年
四
月
十
四
日
付
五
面
）
＊
松
本
長
の
肖
像
写
真
入
り
。
写
真
の
引
用
を
省
く
。
▽
九
郎
翁
の
後
継
者
能
楽
宝
生
流
家
元
宝
生
九
郎
氏
は
既
に
八
十
歳
の
老
齢
の
身
に
あ
り
乍
ら
、
其
相
続
者
を
有
せ
ず
全
く
孤
独
の
生
活
を
営
み
居
れ
る
が
実
は
疾
に
相
続
者
を
選
定
し
▲
遺
言
状
に
認
め
あ
り
と
の
説
あ
り
て
世
人
は
其
選
に
当
れ
る
者
の
誰
な
る
可
き
か
に
就
き
揣
摩
臆
測
を
恣
に
す
る
こ
と
多
年
に
し
て
野
口
政
吉
氏
、
松
本
長
氏
を
初
め
或
は
宝
生
勝
氏
な
ら
ん
と
い
ひ
或
は
旧
幕
時
代
に
其
例
多
か
り
し
他
流
よ
り
の
養
子
な
ら
ん
と
い
ひ
諸
説
紛
々
た
り
し
が
九
郎
氏
も
意
を
決
す
る
所
あ
り
た
り
と
見
え
此
程
重
な
る
門
人
を
招
集
し
相
続
者
決
定
の
旨
を
披
露
し
併
せ
て
将
来
の
事
に
関
し
懇
篤
な
る
訓
戒
を
施
し
―10―
た
り
と
聞
く
、
其
選
ば
れ
た
る
相
続
者
は
▲
松
本
長
氏
に
て
野
口
、
桐
谷
、
近
藤
、
藤
野
の
諸
氏
は
ツ
レ
或
は
地
謡
方
と
し
て
遇
せ
ら
る
可
し
と
九
郎
翁
百
年
の
後
に
十
七
代
宝
生
大
夫
た
る
可
き
松
本
氏
は
故
松
本
金
太
郎
氏
の
二
男
に
し
て
本
年
四
十
歳
、
同
流
壮
年
中
に
て
の
年
長
者
な
る
が
芸
風
は
師
匠
と
亡
父
と
の
薫
陶
に
よ
り
極
め
て
堅
実
、
毫
も
軽
佻
の
色
な
く
其
家
名
を
継
ぐ
に
就
い
て
も
一
人
の
異
論
な
か
る
可
し
、
又
資
性
頗
る
恬
淡
所
謂
芸
人
根
性
な
る
も
の
更
に
無
く
廉
潔
を
以
て
聞
ゆ
、
従
兄
弟
に
下
村
観
山
、
泉
鏡
花
氏
等
あ
り
て
一
族
皆
芸
術
趣
味
に
富
め
り
と
い
ふ
、
尚
氏
が
相
続
者
と
定
ま
り
た
る
事
は
当
分
発
表
せ
ら
れ
ざ
る
可
く
多
分
九
郎
氏
の
遺
言
と
し
て
公
に
せ
ら
る
可
し
と
い
ふ
是
れ
恐
ら
く
九
郎
氏
一
流
の
周
到
を
極
め
た
る
用
意
あ
り
て
の
事
な
る
可
し
 注
記

記
事
は
、
観
山
、
鏡
花
と
も
に
「
従
兄
弟
」
と
す
る
が
、
観
山
は
長
の
祖
父
松
本
彌
八
郎
の
弟
下
村
又
右
衛
門
の
孫
な
の
で
、
鏡
花
と
目
細
て
る
と
の
関
係
と
同
じ
く
、
正
確
に
は
「
又
従
兄
」
に
当
る
。
宝
生
九
郎
（
幼
名
石
之
助
、
ノ
チ
知
栄
と
も
は
る）
は
天
保
八
年
六
月
八
日
、
十
五
代
宝
生
大
夫
友
干
と
も
ゆ
きの
次
男
と
し
て
江
戸
神
田
に
生
れ
、
嘉
永
六
年
十
七
歳
で
家
督
を
継
ぎ
十
六
代
家
元
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
十
二
月
に
養
子
の
豊
喜
を
十
六
歳
で
喪
っ
て
以
来
、
嗣
子
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
古
稀
を
迎
え
た
三
十
九
年
の
四
月
に
舞
台
を
引
退
し
て
か
ら
そ
の
後
継
が
取
沙
汰
さ
れ
る
た
び
に
名
の
挙
っ
て
い
た
の
は
、
高
弟
の
双
璧
松
本
長
と
野
口
政
吉
（
ノ
チ
兼
資
）
で
あ
る
。
長
の
父
金
太
郎
、
政
吉
の
祖
父
庄
兵
衛
と
も
に
幕
末
明
治
の
家
元
九
郎
を
支
え
た
斯
流
の
両
輪
だ
っ
た
。
股
肱
の
金
太
郎
は
大
正
三
年
十
二
月
に
七
十
二
歳
で
身
罷
り
、
九
郎
は
六
年
三
月
九
日
に
深
川
吉
永
町
の
自
宅
で
逝
去
（
享
年
八
十
一
）、
青
山
斎
場
に
お
け
る
そ
の
葬
儀
（
十
四
日
午
後
三
時
よ
り
）
で
は
、
長
が
仮
喪
主
を
つ
と
め
た
（
「
宝
生
九
郎
氏
の
葬
儀
」
「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
正
六
年
三
月
十
五
日
付
五
面
）。
し
か
し
長
は
家
元
を
辞
退
し
、
二
十
日
に
別
家
宝
生
嘉
内
の
次
男
勝
（
モ
ト
英
勝
、
ノ
チ
重
英
。
明
治
四
十
二
年
五
月
入
門
。
当
年
十
八
）
が
家
督
を
相
続
、
松
本
長
（
同
四
十
一
）、
野
口
政
吉
（
同
三
十
九
）
の
両
人
が
芸
道
後
見
人
と
し
て
新
家
元
を
補
佐
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
（
「
宝
生
宗
家
の
相
続
発
表
」
「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
正
六
年
三
月
二
十
四
日
付
五
面
）。
典
拠
記
事
中
に
名
の
あ
る
、
桐
谷
（
正
治
）、
近
藤
（
乾
三
）、
藤
野
（
濤
平
）
は
、
い
ず
れ
も
長
、
政
吉
に
次
ぐ
九
郎
門
下
の
俊
英
で
あ
っ
た
。
こ
の
家
元
問
題
に
関
し
て
は
、
流
儀
の
運
営
団
体
宝
生
楽
部
の
主
事
だ
っ
た
本
間
広
清
『
広
清
思
出
話
』
（
わ
ん
や
書
店
、
昭
和
三
十
三
年
五
月
二
十
五
日
）
に
記
述
が
あ
り
、
大
河
内
俊
輝
『
撩
乱
の
花
あ
る
能
役
者
の
生
涯
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
十
日
）
で
も
二
章
を
費
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
長
が
辞
退
し
た
経
緯
は
複
雑
で
、
そ
の
因
由
も
ま
た
臆
測
が
多
く
、
い
ま
だ
詳
か
に
し
え
な
い
。
直
近
の
「
能
楽
も
の
」
で
あ
る
大
正
七
年
一
月
発
表
の
「
継
三
味
線
」
の
発
端
、
「
世
に
な
き
親
譲
り
の
大
酒
を
、
秋
霜
烈
日
、
覇
王
の
如
く
だ
つ
た
、
故
深
川
の
家
元
か
ら
、
遺
言
を
以
て
禁
じ
ら
れ
た
」「
宝
生
名
取
り
の
お
能
役
者
」
宝
生
半
之
助
が
、
祖
父
万
三
郎
遺
愛
の
大
鼓
「
谺
」
を
「
今
の
流
儀
の
家
元
」
に
譲
ろ
う
と
図
る
設
定
は
、
如
上
金
太
郎
の
死
、
九
郎
歿
後
の
宝
生
流
を
ふ
ま
え
た
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
家
元
問
題
そ
の
も
の
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
、
半
之
助
に
「
宝
生
」
を
冠
ら
せ
た
命
名
に
は
、
長
の
従
兄
鏡
花
の
そ
れ
な
り
の
反
応
が
あ
る
と
み
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
丙
辰
四
十
四
歳
十
一
月
十
五
日
、
春
陽
堂
よ
り
里
見
弴
の
短
小
説
第
一
集
『
善
心
悪
心
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
里
見
は
見
返
し
に
「
泉
様
」
と
書
い
た
紙
片
を
貼
付
し
、
扉
に
「
お
か
げ
様
で
や
つ
と
人
様
に
自
分
の
本
を
差
上
げ
る
た
め
に
か
う
し
て
筆
を
取
つ
た
り
す
る
身
の
上
に
な
り
ま
し
た
お
喜
び
下
さ
い
ま
し
山
内
生
泉
先
生
」
と
の
識
語
を
添
え
て
献
呈
し
た
。
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
典
拠

『
扶
桑
書
房
古
書
目
録
』
平
成
二
十
一
年
夏
季
号
（
扶
桑
書
房
、
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
五
日
）
＊
写
真
版
の
引
用
を
省
く
。
里
見
弴
は
第
一
小
説
集
『
善
心
悪
心
』
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
見
返
し
に
「
泉
様
」
と
書
い
た
紙
片
を
貼
付
し
、
扉
に
「
お
か
げ
様
で
や
っ マ
マ
と
人
様
に
自
分
の
本
を
差
上
げ
る
た
め
に
か
う
し
て
筆
を
取
っ マ
マ
た
り
す
る
身
の
上
に
な
り
ま
し
た
お
喜
び
下
さ
い
ま
し
山
内
生
泉
先
生
」
と
識
語
を
添
え
た
（
山
内
は
本
名
）
。
泉
鏡
花
は
『
善
心
悪
心
』
を
春
陽
堂
に
推
奨
し
た
い
わ
ば
生
み
の
親
だ
っ
た
し
、
弴
に
と
っ
て
少
年
の
頃
か
ら
の
憧
れ
の
作
家
で
も
あ
っ
た
。
恐
ら
く
最
も
先
に
献
呈
署
名
を
認
め
た
相
手
の
一
人
で
あ
ろ
う
鏡
花
へ
の
言
葉
に
は
、
処
女
作
品
集
を
出
版
す
る
喜
び
と
共
に
十
五
歳
年
長
の
大
先
輩
と
の
親
し
い
間
柄
が
窺
え
る
。
（
…
）
本
目
録
掲
載
『
善
心
悪
心
』
は
本
冊
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
と
て
も
よ
く
、
ペ
ー
ジ
の
開
き
も
固
い
の
で
鏡
花
は
読
ま
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
そ
う
だ
。
函
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
 注
記

典
拠
の
目
録
に
は
、
こ
の
『
善
心
悪
心
』
の
鏡
花
宛
献
呈
本
と
『
薬
の
歌
』
の
里
見
弴
宛
献
呈
本
が
セ
ッ
ト
で
登
載
さ
れ
た
。
『
薬
の
歌
』
に
つ
い
て
は
、
「
補
訂
七
」
大
正
八
年
三
月
二
十
日
の
項
を
参
照
。
本
文
は
、
扶
桑
書
房
主
人
東
原
武
文
氏
の
執
筆
。
本
冊
の
状
態
の
良
さ
か
ら
「
鏡
花
は
読
ま
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
そ
う
だ
。」
と
し
て
い
る
点
、
興
味
深
い
。
里
見
は
、
翌
年
刊
行
の
第
二
小
説
集
『
三
人
の
弟
子
』
（
春
陽
堂
、
大
正
六
年
五
月
十
五
日
）
に
も
、
扉
に
「
泉
先
生
山
内
生
」
と
署
名
し
献
呈
し
て
い
る
（
架
蔵
本
。「
年
譜
」
記
載
）。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
丁
巳
四
十
五
歳
十
一
月
二
日
の
晩
、
こ
の
た
び
大
阪
へ
赴
任
す
る
水
上
瀧
太
郎
の
送
別
会
の
件
で
、
里
見
弴
、
久
保
田
万
太
郎
と
相
談
す
る
予
定
の
と
こ
ろ
、
久
保
田
が
急
病
の
た
め
、
里
見
と
二
人
で
打
合
せ
を
し
た
。
七
日
、「
覚
春
会
」
同
人
の
発
起
と
し
て
開
か
れ
た
送
別
会
（
於
浅
草
大
金
）
へ
は
、
水
上
、
鏡
花
、
里
見
、
吉
井
勇
、
小
村
雪
岱
、
長
田
秀
雄
、
田
中
純
、
小
山
内
薫
に
、
久
保
田
も
病
を
お
し
て
参
集
し
た
。
水
上
は
二
十
七
日
に
明
治
生
命
保
険
大
阪
支
店
へ
着
任
し
、
大
阪
市
東
区
嶋
町
一
ノ
七
白
樫
く
に
方
に
仮
寓
し
た
。

典
拠
1
久
保
田
万
太
郎
「
覚
え
が
き
」
（
「
三
田
文
学
」
大
正
六
年
十
二
月
一
日
。
の
ち
『
三
筋
町
よ
り
』
金
星
堂
、
大
正
十
年
九
月
十
日
、
に
収
録
）
＊
引
用
は
初
出
。
三
日
、
四
日
、
五
日
。

五
日
に
な
つ
て
熱
が
七
度
代
ま
で
下
つ
た
。
痛
み
も
と
れ
た
。
私
は
安
心
し
た
。
こ
れ
な
ら
七
日
の
水
上
君
の
送
別
会
に
も
出
か
け
ら
れ
る
と
思
つ
た
。全
体
送
別
会
の
こ
と
は
里
見
君
と
私
と
が
す
べ
て
を
引
き
う
け
た
。
二
日
の
晩
に
泉
先
生
の
と
こ
ろ
へ
寄
つ
て
相
談
す
る
こ
と
ま
で
定
め
た
。
そ
れ
が
私
が
寝
る
や
う
に
な
つ
た
。
泉
先
生
が
私
の
か
は
り
に
里
見
君
と
日
ど
り
や
場
所
の
こ
と
を
考
へ
て
下
す
つ
た
。

里
見
君
か
ら
三
日
の
日
に
手
紙
が
来
た
。
勿
論
、
私
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
疾
病
や
ま
ひ
と
は
思
つ
て
ゐ
な
い
。

熱
さ
へ
下
れ
ば
何
う
に
で
も
な
る
と
思
つ
た
。
七
日
あ
る
た
め
に
、
私
は
加
養
し
た
。
あ
ん
ま
り
信
用
し
な
い
医
者
の
い
ふ
こ
と
に
盲
従
し
た
。
七
日
の
午
後
に
な
つ
て
熱
を
と
つ
て
み
る
と
七
度
二
分
だ
つ
た
。
身
体
の
工
合
も
ふ
だ
ん
と
か
は
ら
な
い
。
支
度
を
し
て
、
時
間
よ
り
す
こ
し
早
く
私
は
家 う
ちを
出
た
。
わ
づ
か
五
日
ほ
ど
み
な
い
う
ち
に
世
間
は
驚
く
ほ
ど
冬
ざ
れ
た
。
俥
の
上
で
さ
う
思
つ
た
。大
金
へ
行
く
と
、
巧
い
工
合
に
、
そ
こ
で
あ
つ
て
く
れ
ゝ
ば
い
ゝ
と
思
つ
た
座
敷
が
と
つ
て
あ
つ
た
。
私
が
手
紙
に
五
六
人
と
書
い
て
置
い
た
ま
ゝ
蒲
団
が
正
直
に
六
枚
敷
い
て
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あ
つ
た
。
二
十
分
ば
か
り
し
て
泉
先
生
が
み
え
た
。
つ
ゞ
い
て
水
上
君
が
み
え
た
。
里
見
君
は
ど
う
し
た
ら
う
と
い
つ
て
ゐ
る
と
、
そ
こ
へ
全
く
思
ひ
が
け
な
い
吉
井
君
が
入
つ
て
来
た
。
ぢ
き
に
小
村
君
と
前
後
し
て
里
見
君
も
見
え
た
。
長
田
君
の
あ
と
か
ら
田
中
君
も
み
え
た
。
最
後
に
膳
が
で
ゝ
か
ら
、
小
山
内
さ
ん
の
姿
が
瓦
燈
口
に
あ
ら
は
れ
た
。

通
知
を
出
し
た
顔
が
残
り
な
く
つ
た
。
吉
井
君
の
ご
と
き
は
、
今
朝
佐
渡
か
ら
か
へ
つ
た
ば
か
り
の
人
だ
つ
た
。

私
は
無
理
に
も
出
て
来
て
好
か
つ
た
と
思
つ
た
。
 典
拠
2
「
昼
の
目
夜
の
耳
」
（「
時
事
新
報
」
大
正
六
年
十
一
月
十
三
日
付
八
面
）
＊
□
は
欠
字
。
★
水
△
上
△
瀧
△
太
△
郎
△
氏
△
は
今
回
「
明
治
生
命
」
大
阪
支
店
詰
と
し
て
、
来
る
十
七
□
［
日
］
出
発
同
地
に
赴
任
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
が
、
是
よ
り
先
「
覚
春
会
」
同
人
発
起
の
下
に
、
同
氏
の
送
別
会
が
浅
草
の
大
金
だ
い
き
ん
に
於
て
開
か
れ
た
、
集
ま
る
者
は
泉
●
鏡
●
花
●
氏
を
初
め
吉
●
井
●
勇
●
、
里
●
見
●
弴
●
、
田
●
中
●
純
●
氏
等
の
如
き
何
れ
も
一
騎
当
千
の
酒
□
連
で
あ
つ
た
が
、
驚
く
可
し
、
最
初
か
ら
小
●
山
●
内
●
薫
●
、
久
●
保
●
田
●
万
●
太
●
郎
●
氏
等
と
共
に
、
甘
党
の
部
類
に
見
ら
れ
て
居
た
水
●
上
●
瀧
●
太
●
郎
●
氏
は
、
幾
何
飲
ま
さ
れ
て
も
少
し
も
態
度
を
乱
さ
な
い
許
り
か
、
最
後
ま
で
踏
み
止
ま
つ
て
ヘ
ゞ
レ
ケ
連
の
介
抱
を
す
る
と
云
ふ
始
末
に
、
一
同
舌
を
き
「
此
れ
ぢ
や
あ
何
ん
な
大
金
を
委
託
し
て
も
安
心
な
も
の
だ
」
と
 典
拠
3
「
文
芸
消
息
」
（「
時
事
新
報
」
大
正
六
年
十
二
月
二
日
付
八
面
）
▲
水
●
上
●
瀧
●
太
●
郎
●
氏
●
廿
七
日
明
治
生
命
保
険
株
式
会
社
大
阪
支
店
次
席
と
し
て
赴
任
し
た
 典
拠
4
「
文
芸
消
息
」
（「
時
事
新
報
」
大
正
六
年
十
二
月
八
日
付
八
面
）
▲
水
●
上
●
瀧
●
太
●
郎
●
氏
●
大
阪
に
赴
任
し
た
同
氏
は
同
市
東
区
嶋
町
一
ノ
七
白
樫
く
に
方
に
仮
寓
 注
記

水
上
の
送
別
会
の
経
緯
は
、
幹
事
の
一
人
で
あ
っ
た
久
保
田
の
「
覚
え
が
き
」
に
最
も
詳
し
い
。
同
文
は
、
澤
村
源
之
助
の
評
伝
の
原
稿
を
依
頼
さ
れ
た
十
月
の
「
十
二
三
日
」
の
頃
か
ら
始
ま
り
、
祖
母
の
死
（
二
十
二
日
）
の
後
、
十
一
月
一
日
の
発
熱
、
無
理
に
出
た
送
別
会
後
、
盲
腸
炎
だ
と
判
る
ま
で
を
記
す
。
十
一
月
十
五
日
付
「
時
事
新
報
」
の
「
文
芸
消
息
」
欄
に
も
盲
腸
炎
の
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
送
別
会
の
会
場
「
大
金
」
は
、
浅
草
区
千
束
町
二
ノ
一
三
八
に
あ
っ
た
鳥
料
理
屋
。
地
元
生
れ
の
久
保
田
が
贔
屓
に
し
た
店
で
あ
る
。
水
上
の
送
別
会
は
「
三
田
文
学
」
関
係
者
に
よ
っ
て
も
開
か
れ
、
十
一
月
二
十
三
日
正
午
か
ら
烏
森
「
末
げ
ん
」
に
、
澤
木
梢
（
四
方
吉
）、
小
山
内
薫
、
山
仁
三
郎
（
庭
後
）、
南
部
修
太
郎
、
小
島
政
二
郎
、
三
宅
周
太
郎
ら
が
集
っ
た
（
「
消
息
」
「
三
田
文
学
」
大
正
六
年
十
二
月
一
日
）。
「
文
芸
消
息
」
（
「
時
事
新
報
」
同
年
十
一
月
二
十
五
日
付
八
面
）
に
は
「
▲
水
●
上
●
瀧
●
太
●
郎
●
氏
●
一
昨
夜
三
田
文
学
会
同
人
を
自
宅
に
招
い
て
晩
	会
を
催
ほ
し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
報
の
通
り
だ
と
す
れ
ば
、
水
上
は
同
日
の
う
ち
に
昼
間
の
送
別
会
の
返
礼
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
水
上
が
久
保
田
に
同
道
し
番
町
の
家
を
訪
問
、
初
め
て
鏡
花
と
面
識
を
得
た
の
は
、
こ
の
送
別
会
の
一
年
前
、
大
正
五
年
十
一
月
二
十
七
日
で
あ
っ
た
。
水
上
の
在
阪
中
に
は
、
七
年
三
月
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
鏡
花
が
、
そ
の
後
同
月
中
に
自
宅
類
焼
の
厄
に
遭
っ
た
久
保
田
が
、
そ
れ
ぞ
れ
訪
れ
て
い
る
。
本
項
は
、
小
谷
野
敦
『
里
見
弴
伝

「
馬
鹿
正
直
」
の
人
生
』
（
中
央
公
論
新
社
、
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
日
）
に
、
久
保
田
の
「
覚
え
が
き
」
を
典
拠
と
し
た
記
載
が
あ
る
の
に
教
え
ら
れ
、
さ
ら
に
傍
証
を
も
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
丁
巳
四
十
五
歳
十
一
月
四
日
付
「
時
事
新
報
」
（
八
面
）
の
「
文
芸
消
息
」
欄
に
、
止
善
堂
か
ら
出
す
「
六
百
枚
の
長
小
説
」
を
執
筆
中
で
あ
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
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 典
拠

「
文
芸
消
息
」
（「
時
事
新
報
」
大
正
六
年
十
一
月
四
日
付
八
面
）
▲
泉
●
鏡
●
花
●
氏
●
近
く
神
田
の
至 （マ
マ
）善
堂
か
ら
出
版
す
可
く
目
下
六
百
枚
の
長
小
説
を
執
筆
中
 注
記

こ
の
長
執
筆
の
こ
と
は
、
大
正
七
年
一
月
二
十
日
付
「
時
事
新
報
」
（
八
面
）
の
「
昼
の
目
夜
の
耳
」
欄
に
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
（
「
年
譜
」
記
載
）、
同
年
六
月
二
十
七
日
に
、
『
鴛
鴦
帳
』
と
し
て
神
田
区
美
土
代
町
一
ノ
四
十
二
の
止
善
堂
か
ら
、
小
村
雪
岱
の
装
丁
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
長
文
の
「
序
」
に
、
大
正
六
年
の
九
月
に
執
筆
の
約
が
成
っ
た
も
の
の
、
書
き
あ
ぐ
ね
て
書
肆
や
装
丁
者
の
雪
岱
に
迷
惑
を
か
け
、
水
上
瀧
太
郎
を
心
配
さ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
作
の
自
筆
原
稿
（
和
紙
二
五
一
枚
墨
書
）
は
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
、
原
題
は
「
あ
や
せ
の
よ
」
で
あ
る
。
再
版
二
種
（
大
正
七
年
六
月
三
十
日
、
同
十
月
二
十
日
）
と
三
版
（
同
七
月
三
日
）
が
あ
る
。
岩
波
書
店
蔵
の
編
修
資
料
中
に
「
一
千
部
初
版
／
五
百
部
再
版
／
五
百
部
三
版
」
（
自
筆

墨
）
と
の
記
載
の
あ
る
奥
付
校
正
刷
が
存
す
る
（
以
上
「
単
行
本
書
誌
」
「
自
筆
原
稿
所
在
目
録
」
「
編
修
資
料
目
録
」
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
、
を
参
照
）。
広
告
を
見
る
と
「
著
者
が
十
年
の
心
血
を
濺
ぎ
た
る
畢
生
の
大
傑
作
長
の
創
作
小
説
出
づ
」
と
あ
る
再
版
の
広
告
（
「
読
売
新
聞
」
大
正
七
年
六
月
三
十
日
付
一
面
）
に
は
、
書
名
の
横
に
「
お
し
ど
り
ち
や
う
」
と
振
り
が
な
の
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
振
り
が
な
は
三
版
の
広
告
（
同
七
月
三
十
日
付
一
面
）
で
も
同
様
で
、
さ
ら
に
「
◆
表
紙
見
返
共
木
版
二
十
数
度
刷
り
装
幀
の
善
美
を
盡
せ
る
事
真
に
出
版
界
に
類
を
絶
す
◆
巻
頭
に
添
へ
た
る
一
大
長
編
の
自
序
は
新
作
の
由
来
を
明
か
に
し
具
に
其
苦
心
を
述
ぶ
◆
売
行
飛
ぶ
が
如
く
発
行
旬
日
に
し
て
初
版
再
版
売
切
れ
三
版
将
に
盡
ん
と
す
る
の
好
况
◆
装
幀
製
本
共
に
異
常
の
日
子
を
要
す
三
版
売
切
後
は
容
易
に
入
手
の
機
を
得
ざ
る
可
し
◆
紙
価
其
他
諸
雑
費
の
暴
騰
は
今
後
斯
の
如
き
廉
価
を
以
つ
て
頒
ち
難
き
や
も
計
ら
れ
ず
」
と
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
装
丁
者
小
村
雪
岱
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
本
作
の
素
材
に
つ
い
て
は
、
長
島
隆
二
「
泉
鏡
花
君
」
（
『
政
界
秘
話
』
平
凡
社
、
昭
和
三
年
十
月
二
十
五
日
）
に
、
鏡
花
と
の
交
遊
を
語
っ
て
、
向
島
の
「
香
浮
園
」
に
遊
ん
だ
お
り
「
一
緒
の
席
に
始
終
来
た
芸
者
は
、
清
香
だ
の
和
光
、
小
夜
子
、
老
松
、
小
桃
、
音
丸
等
で
あ
つ
た
」
、
「
鏡
花
君
は
こ
の
頃
の
事
実
を
「
鴛
鴦
帖 （マ
マ
）」
の
中
へ
描
い
た
様
だ
。
恐
ら
く
あ
の
小
説
の
女
主
人
公
江
月
園
の
主
人
萩
島
屋
照
吉
本
名
お
新
は
清
香
本
名
の
お
真
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。」
と
の
言
及
が
あ
る
。
長
島
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
第
五
巻
（
平
成
十
六
年
三
月
二
十
四
日
）
の
「
解
説
」
に
も
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
長
島
の
「
末
弟
」
が
尾
崎
紅
葉
門
下
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
鏡
花
と
の
縁
が
生
じ
た
と
い
う
。
紅
葉
の
「
十
千
万
堂
日
録
」
（
明
治
三
十
五
年
三
月
二
十
五
日
の
項
ほ
か
）
を
参
照
す
れ
ば
、
長
島
の
「
末
弟
」
と
は
、
お
そ
ら
く
原
口
春
鴻
（
本
名
豊
秋
。
明
治
三
十
四
年
七
月
二
十
一
日
に
入
門
を
請
い
、
三
十
一
日
に
出
身
地
鴻
巣
に
ち
な
み
、
春
鴻
の
号
を
与
え
ら
る
。
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
丁
巳
四
十
五
歳
十
一
月
三
十
日
付
「
時
事
新
報
」
（
八
面
）
の
「
文
芸
消
息
」
欄
の
「
「
中
外
新
論
」
新
年
号
の
創
作
」
と
し
て
「
「
菊
の
草
紙
」 （
泉
鏡
花
氏
、
四
〇
枚
）
」
と
報
じ
ら
れ
た
が
、
翌
年
の
新
年
号
に
は
「
黒
髪
」
が
載
っ
た
。
 典
拠

「
文
芸
消
息
」
（「
時
事
新
報
」
大
正
六
年
十
一
月
三
十
日
付
八
面
）
▲
「
中
外
新
論
」
新
年
号
の
創
作
「
2と
3」
（
田
山
花
袋
氏
、
六
〇
枚
［
）
］
「
毒
」
（
岡
田
八
千
代
氏
、
四
〇
枚
）
「
悔
恨
」
（
長
田
幹
彦
氏
、
四
〇
枚
）
「
菊
の
草
紙
」
（
泉
鏡
花
氏
、
四
〇
枚
）
以
上
四
を
掲
載
 注
記

同
紙
十
二
月
二
十
四
日
付
（
一
面
）
掲
載
の
「
中
外
新
論
」
新
年
号
の
広
告
に
は
、
鏡
花
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「
黒
髪
」
、
岡
田
八
千
代
「
仲
間
外
れ
」
、
田
山
花
袋
「
2と
3」
、
ラ
ガ
レ
オ
ー
フ
作
山
縣
螽
湖
訳
「
銀
鉱
」
が
示
さ
れ
た
。
「
黒
髪
」
の
自
筆
原
稿
の
所
在
は
未
確
認
だ
が
、
現
行
の
本
文
は
予
告
題
「
菊
の
草
紙
」
に
通
う
要
素
を
持
っ
て
い
な
い
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
丁
巳
四
十
五
歳
十
二
月
一
日
発
行
「
新
小
説
」（
第
二
十
二
年
第
十
三
号
）
の
「
新
年
増
大
号
予
告
」
に
鏡
花
作
「
雨
の
横
町
」
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
翌
年
新
年
号
の
小
説
は
「
継
三
味
線
」
で
あ
っ
た
。
 典
拠

「
新
小
説
新
年
増
大
号
予
告
」
（「
新
小
説
」
二
十
二
年
十
三
号
、
大
正
六
年
十
二
月
一
日
）
老
婆
殺
し
正
宗
白
鳥
小
暁
闇
有
島
武
郎
説
偽
狂
人
里
見
弴
六
悪
僧
了
玄
長
田
幹
彦

開
化
の
殺
人
芥
川
龍
之
介
雨
の
横
町
泉
鏡
花
 注
記

「
継
三
味
線
」
の
自
筆
原
稿
の
所
在
が
未
確
認
の
た
め
、
「
雨
の
横
町
」
と
い
う
予
告
題
と
の
関
係
は
判
ら
な
い
。
前
月
十
一
月
の
項
に
も
「
黒
髪
」
の
こ
と
を
記
し
た
が
、
本
年
年
末
は
予
告
題
か
ら
の
変
更
が
度
重
な
っ
た
。
予
告
「
小
説
六
」
の
う
ち
、
白
鳥
、
有
島
、
長
田
の
も
の
は
同
題
で
、
里
見
の
も
の
は
「
冬
の
或
る
夜
」
と
し
て
載
り
、
芥
川
は
「
西
郷
隆
盛
」
を
掲
げ
た
。
予
告
「
開
化
の
殺
人
」
は
本
誌
で
は
な
く
、
七
年
七
月
の
「
中
央
公
論
」
に
載
っ
た
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
丁
巳
四
十
五
歳
十
二
月
六
日
付
「
時
事
新
報
」（
八
面
）
の
「
文
芸
消
息
」
欄
に
、『
紅
梅
集
』
の
近
刊
が
報
じ
ら
れ
た
。
 典
拠

「
文
芸
消
息
」
（「
時
事
新
報
」
大
正
六
年
十
二
月
六
日
付
八
面
）
＊
□
は
欠
字
。
▲
泉
●
鏡
●
花
●
氏
●
新
著
小
説
集
「
紅
梅
集
」
を
脱
稿
近
□
日
本
橋
の
春
陽
堂
か
ら
出
版
と
決
定
 注
記

『
紅
梅
集
』
は
「
起
誓
文
」
「
舞
の
袖
」
「
神
鑿
」
「
無
憂
樹
」
「
星
女
郎
」
の
五
を
収
め
、
小
村
雪
岱
の
装
丁
に
よ
り
、
翌
大
正
七
年
一
月
一
日
に
刊
行
さ
れ
た
。
岩
波
書
店
蔵
「
編
修
資
料
」
に
は
、
「
新
（
選
）
集
」
と
朱
書
き
（
ま
た
は
墨
書
き
）
で
割
付
指
定
さ
れ
た
「
起
誓
文
」
「
神
鑿
」
「
無
憂
樹
」
「
星
女
郎
」
の
校
正
刷
が
存
す
る
の
で
、
当
初
の
書
名
は
「
新
集
」
と
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
判
る
（
「
編
修
資
料
目
録
」
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
、
を
参
照
）。
本
書
は
『
鏡
花
選
集
』
（
大
正
四
年
六
月
二
十
一
日
）
か
ら
始
ま
っ
た
小
村
雪
岱
装
丁
の
春
陽
堂
版
袖
珍
本
（
三
六
判
。
一
名
「
鏡
花
文
庫
」）
の
七
冊
目
に
あ
た
る
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
戊
午
四
十
六
歳
一
月
十
四
日
、
芥
川
龍
之
介
は
「
無
憂
樹
」
を
読
ん
で
七
句
を
作
り
、
久
米
正
雄
宛
に
書
き
送
っ
た
。

典
拠

芥
川
龍
之
介
の
久
米
正
雄
宛
書
簡
（
大
正
七
年
一
月
十
四
日
付
葉
書
書
簡
番
号
407
岩
波
書
店
版
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
十
八
巻
、
平
成
九
年
四
月
八
日
）
こ
の
間
蛇
笏
の
句
を
少
し
見
た
が
俗
臭
が
あ
る
の
で
大
に
軽
蔑
し
た
彼
が
句
作
の
上
で
完
成
し
た
の
は
こ
の
二
三
年
の
事
ら
し
い
そ
の
前
の
句
は
皆
い
か
ん
赤
木
の
い
つ
か
引
い
た
句
は
「
芋
の
露
連
山
影
を
正
う
す
」
だ
こ
れ
は
い
ゝ
句
だ
と
思
ふ
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秋
風
に
金
音
高
し
志
津
屋
敷
花
あ
か
り
人
の
み
暮
る
る
山
路
か
な
さ
び
し
さ
や
棟
の
夕
月
庇
の
菜
太
白
の
糸
一
す
ぢ
や
春
の
風
宿
に
咲
く
藤
や
諸
国
の
人
通
り
ひ
き
と
む
る
素
袍
の
袖
や
夜
半
の
春
蝙
蝠
や
口
紅
の
色
夕
ま
ぐ
れ
こ
れ
は
鏡
花
の
無
憂
樹
を
十
頁
ほ
ど
よ
ん
で
そ
の
中
か
ら
作
つ
た
句
だ
俳
品
蛇
笏
の
比
に
あ
ら
ず
外
套
は
送
つ
た
よ
 注
記

文
中
の
蛇
笏
は
飯
田
。
赤
木
は
桁
平
、
本
名
池
崎
忠
孝
。
芥
川
の
読
ん
だ
「
無
憂
樹
」
は
、
時
期
か
ら
し
て
単
行
本
（
明
治
三
十
九
年
春
陽
堂
刊
）
で
は
な
く
、
前
項
に
記
し
た
『
紅
梅
集
』
所
収
の
本
文
で
あ
ろ
う
。
「
十
頁
ほ
ど
」
と
は
、
同
書
該
作
の
「
花
鳥
た
が
ね
」
の
「
一
」
か
ら
「
三
」
ま
で
の
部
分
で
あ
る
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
辛
酉
四
十
九
歳
二
月
十
日
、
久
保
田
万
太
郎
は
松
竹
の
新
劇
部
か
ら
、
翌
月
市
村
座
に
演
出
上
場
す
る
「
婦
系
図
」
の
台
本
を
受
取
っ
た
。

典
拠

久
保
田
万
太
郎
「
『
婦
系
図
』
の
稽
古
」
（
「
演
芸
画
報
」
八
年
四
号
、
大
正
十
年
四
月
一
日
。
の
ち
『
三
筋
町
よ
り
』
金
星
堂
、
大
正
十
年
九
月
十
日
、
に
収
録
）
＊
引
用
は
初
出
。
「
婦
系
図
」
と
い
ふ
芝
居
は
、
書
下
し
以
来
、
わ
た
し
の
好
き
な
芝
居
で
、
い
ろ
い
ろ
の
役
者
の
や
つ
た
の
を
み
て
ゐ
る
。
三
田
文
学
へ
く
は
し
い
批
評
を
書
い
た
こ
と
も
あ
る
。
わ
た
し
な
ら
か
う
や
る
が
と
、
最
近
本
郷
座
で
柴
田
月
岡
石
川
で
や
つ
た
の
を
み
た
と
き
、
一
し
よ
に
み
に
行
つ
た
喜
多
村
に
話
し
た
の
が
そ
も

の
事
の
起
り
、
今
度
市
村
座
で
こ
の
狂
言
を
や
る
に
定
つ
た
と
き
、
改
め
て
話
が
あ
り
、
わ
た
し
が
稽
古
を
引
き
う
け
る
こ
と
に
な
つ
た
。
二
月
の
十
日
に
松
竹
の
新
劇
部
か
ら
台
本
を
う
け
と
つ
た
。
稽
古
を
す
る
た
め
に
は
ま
づ
、
そ
の
台
本
に
手
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
つ
た
か
ら
。

と
こ
ろ
が
そ
の
台
本
が
本
郷
座
で
使
つ
た
台
本
。

削
り
に
削
り
、
約
め
に
約
め
た
悪
台
本
だ
つ
た
。
わ
た
し
は
書
下
し
の
も
の
を
み
た
い
と
思
つ
た
が
駄
目
だ
つ
た
。
（
…
）
序
で
な
が
ら
、
今
度
の
こ
の
稽
古
に
わ
た
し
が
関
係
し
た
こ
と
は
か
な
り
友
だ
ち
の
間
の
評
判
を
悪
く
し
た
。
そ
ん
な
暇
が
あ
る
な
ら
怠
け
な
い
で
小
説
を
書
け
と
叱
ら
れ
た
。
わ
た
し
だ
つ
て
泉
さ
ん
の
も
の
で
な
け
れ
ば
こ
ん
な
余
計
な
お
せ
つ
か
い
を
し
や
し
な
か
つ
た
。
（
十
年
三
月
）
 注
記

翌
月
の
三
月
五
日
初
日
の
市
村
座
上
演
に
つ
い
て
は
「
年
譜
」
に
記
載
し
た
が
、
こ
の
「
婦
系
図
」
上
演
は
久
保
田
の
鏡
花
作
品
の
初
演
出
で
あ
る
の
で
、
そ
の
経
緯
を
補
っ
た
。
文
中
「
三
田
文
学
へ
く
は
し
い
批
評
を
書
い
た
」
と
は
、
同
誌
大
正
三
年
十
月
号
掲
載
「
演
劇
月
評
」
の
う
ち
の
「
婦
系
図
」
の
こ
と
で
、
伊
井
蓉
峰
、
河
合
武
雄
の
明
治
座
上
演
評
で
あ
る
（
の
ち
『
駒
形
よ
り
』
平
和
出
版
社
、
大
正
五
年
十
月
十
三
日
、
に
収
録
）。
本
郷
座
の
「
婦
系
図
」
は
、
大
正
九
年
十
月
十
九
日
初
日
の
新
生
劇
団
に
よ
る
上
演
で
、
主
な
役
割
は
、
お
蔦
＝
石
川
新
水
、
早
瀬
主
税
＝
柴
田
善
太
郎
、
酒
井
俊
蔵
＝
月
岡
一
樹
、
小
芳
＝
藤
田
芳
美
、
妙
子
＝
小
栗
武
雄
、
魚
屋
惣
助
＝
大
東
鬼
城
、
坂
田
礼
之
進
＝
竹
川
誠
一
ほ
か
（
「
芝
居
と
遊
芸
」
「
都
新
聞
」
大
正
九
年
十
月
十
九
日
付
五
面
。
役
者
の
名
前
は
演
芸
画
報
社
版
『
日
本
俳
優
鑑
』
明
治
四
十
三
年
三
月
一
日
、
等
に
拠
っ
た
）。
「
『
婦
系
図
』
の
稽
古
」
は
、
の
ち
に
「
新
小
説
臨
時
増
刊
天
才
泉
鏡
花
号
」
（
大
正
十
四
年
五
月
一
日
）
へ
「
『
婦
系
図
』 」
と
し
て
再
録
さ
れ
た
が
、
引
用
文
の
「
二
月
の
十
日
に
」
が
「
で
、
」
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の
一
語
に
変
え
ら
れ
た
ほ
か
、
字
句
に
修
正
が
加
わ
っ
て
い
る
。
［
付
記
］
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
青
山
学
院
大
学
図
書
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
（
よ
し
だ
ま
さ
し
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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